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二
〇
一
三

平
城
宮
跡
資
料
館
秋
期
特
別
展

第
１
期

一
〇
月
一
九
日
（
土
）
―
一
一
月

一
日
（
金
）

第
２
期

一
一
月

二
日
（
土
）
―
一
一
月
一
七
日
（
日
）

地
下地下

地
下

地
下

のの のの 正
倉

院
展

木
簡

学
正

倉
院

展
木

簡
学

正
倉

院
展

木
簡

学
正

倉
院

展
木

簡
学

こ
と

は
じ

め
こ

と
は

じ
め

こ
と

は
じ

め
こ

と
は

じ
め

第第 第第 ３３ ３３ 期
展

示
木

簡
期

展
示

木
簡

期
展

示
木

簡
期

展
示

木
簡

第
３
期

一
一
月
一
九
日
（
火
）
―
一
二
月

一
日
（
日
）

木
簡
は
三
期
に
分
け
て
展
示
し
ま
す
。

※
本
解
説
シ
ー
ト
で
は
、
今
回
の
展
示
に
あ
た
り
再
検
討
し
た
結
果
、

報
告
書
の
釈
文
を
改
め
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

プ
ロ
ロ
ー
グ

プ
ロ
ロ
ー
グ

プ
ロ
ロ
ー
グ

プ
ロ
ロ
ー
グ

は
じ
ま
り
の

は
じ
ま
り
の

は
じ
ま
り
の

は
じ
ま
り
の
木
簡木簡

木
簡

木
簡
た
ちたち

た
ち

た
ち

平
城
宮
跡
最
初

平
城
宮
跡
最
初

平
城
宮
跡
最
初

平
城
宮
跡
最
初
のの のの
木
簡

木
簡

木
簡

木
簡
３３ ３３

3333

(
五
次
、
Ｓ
Ｋ
二
一
九
出
土
。
『
平
城
宮
木
簡
』
一
―
二
四
。

以
下
、
宮
一
―
二
四
の
よ
う
に
略
す
)

長
女
柏

矢
把

長
さ
一
一
一
㎜
・
幅
一
六
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
五
一
型
式

長
女
柏
に
付
け
ら
れ
た
付
札
。
四
十
把
の
長
女
柏
を
、
さ
ら
に
ひ
と
ま

な
が
め
が
し
わ

と
ま
り
に
括
っ
た
束
に
付
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
延
喜
式
』
で
は
、

え
ん
ぎ
し
き

柏
五
十
枚
で
一
把
、
五
十
把
で
一
俵
の
例
が
あ
る
（
主
計
寮
式
年
料

し
ゅ
け
い
り
ょ
う

ね
ん
り
ょ
う

別
貢
雑
物
条
の
丹
波
国
の
記
載
）
。

べ
っ
こ
う
ぞ
う
も
つ

た
ん
ば

長
女
柏
の
詳
細
は
不
明
。
『
延
喜
式
』
に
は
、
柏
・
干
柏
・
覆
盆
柏
・
三

津
野
柏
・
長
女
柏
・
巻
柏
が
、
柏
と
し
て
み
え
る
。
巻
柏
は
薬
品
で
あ
る
。

柏
・
干
柏
・
覆
盆
柏
は
食
器
類
と
と
も
に
登
場
し
、
干
柏
に
果
物
を
盛
り
つ

け
る
と
い
う
規
定
も
見
ら
れ
る
。
植
物
の
葉
を
食
器
と
す
る
事
例
は
、
『
万

葉
集
』
で
旅
先
で
椎
の
葉
を
、
宴
席
で
蓮
の
葉
を
用
い
て
い
る
も
の
が
あ
る

(
巻
二
―
一
四
二
、
巻
十
六
―
三
八
三
七
）
。
長
屋
王
家
木
簡
で
片
岡
司
か
ら

進
上
さ
れ
た
蓮
の
葉
も
、
宴
席
の
食
器
用
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
『
平

城
京
木
簡
』
一
―
一
七
六
。
以
下
、
京
一
―
一
七
六
の
よ
う
に
略
す
）
。
『
延

喜
式
』
の
規
定
で
食
器
と
並
ん
で
柏
が
記
載
さ
れ
る
の
は
神
事
に
関
連
す
る

場
面
が
多
い
が
、
平
安
時
代
に
日
常
的
な
食
器
、
あ
る
い
は
宴
席
用
の
食
器

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

一
方
、
三
津
野
柏
・
長
女
柏
は
、
大
嘗
祭
の
際
に
の
み
記
載
さ
れ
る
。

だ
い
じ
ょ
う
さ
い

造
酒
司
が
用
意
す
べ
き
物
品
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
柏
は
大
膳
職
に

ぞ
う
し
ゅ
し

だ
い
ぜ
ん
し
き

も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
単
に
食
器
と
し
て
の
柏
で
は
な
く
、
酒
と
何
ら
か

の
関
係
が
あ
っ
た
柏
で
、
あ
る
い
は
「
酒
柏
」
に
関
係
す
る
可
能
性
も
想
定

で
き
よ
う
。
ま
た
、
大
嘗
祭
関
連
の
規
定
で
、
午
日
条
に
は
「
造
酒
司
人

う
ま
の
ひ

別
に
柏
を
給
う
。
す
な
わ
ち
酒
を
受
け
て
飲
む
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
類
推

す
る
と
、
飲
酒
器
の
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。

一
方
、
一
日
あ
た
り
酒
四
斗
（
今
の
一
斗
八
升
、
約
三
二
リ
ッ
ト
ル
）
に

対
し
て
、
三
津
野
柏
八
把
・
長
女
柏
十
六
把
、
合
わ
せ
て
二
十
四
把
が
用
意

さ
れ
る
。
飲
酒
器
と
考
え
る
に
は
、
数
が
多
す
ぎ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

造
酒
司
が
用
意
す
べ
き
土
器
類
は
相
当
数
に
上
る
。
土
器
類
に
は
、
飲
酒
器

の
他
、
貯
蔵
用
等
の
土
器
も
含
ま
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
こ
う
し
た
土
器
な

ど
の
器
に
、
蓋
の
よ
う
に
し
て
用
い
た
り
、
あ
る
い
は
下
に
敷
い
て
用
い
つ

つ
、
飲
酒
器
と
し
て
も
用
い
た
、
と
い
う
よ
う
な
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。

ⅠⅠ ⅠⅠ
空
前空前

空
前

空
前
のの のの 大

出
土

大
出
土

大
出
土

大
出
土
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Ｓ
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Ｓ
Ｋ
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二
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士

兵
士

兵
士

兵
士
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わ
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る

わ
る

わ
る
木
簡

木
簡

木
簡

木
簡
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Ｓ
Ｋ
八
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出
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―
五
八
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(
表
)
付
火
長
大
日
部
勝
麻
呂

(
裏
)

廿
九
日

長
さ
(
一
七
四
)
㎜
・
幅
(
二
〇
)
㎜
・
厚
さ
六
㎜

〇
八
一
型
式

火
長
の
大
日
部
勝
麻
呂
に
託
し
て
、
何
か
を
伝
え
た
旨
を
記
し
た
木
簡
。

か
ち
ょ
う

お
お
く
さ
べ
の
か
つ
ま
ろ

欠
損
部
が
多
く
、
詳
細
な
内
容
は
不
明
。

火
長
は
、
兵
士
の
十
人
ご
と
の
単
位
で
あ
る
「
火
」
の
責
任
者
。
律
令
規

か

定
を
み
る
と
、
「
火
」
は
軍
団
兵
士
に
関
す
る
規
定
で
あ
り
、
中
央
に
あ
て

は
め
る
と
衛
士
の
編
成
に
適
用
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
衛
士
が
配
属
さ
れ

え
じ

た
の
は
、
衛
士
府
と
衛
門
府
で
あ
る
が
、
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
土
木
簡
に
登
場
す

え
も
ん
ふ

る
警
備
部
隊
は
、
兵
衛
府
が
中
心
で
あ
り
、
衛
士
の
影
は
薄
い
。
兵
衛
も
兵

士
と
同
じ
よ
う
に
、
十
人
単
位
で
「
火
」
を
構
成
し
て
い
た
可
能
性
と
、
衛

士
府
・
衛
門
府
か
ら
の
物
品
等
を
火
長
が
運
搬
し
、
そ
れ
と
と
も
に
こ
の
木

簡
が
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ク
セ

ク
セ

ク
セ

ク
セ
の
あ

る
の
あ

る
の
あ

る
の
あ

る
筆

跡
筆

跡
筆

跡
筆

跡
のの のの
木
簡

木
簡

木
簡

木
簡
２２ ２２

15151515

(
一
三
次
、
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
土
。
宮
一
―
三
三
〇
)

〔
斗
ヵ
〕

(
表
)
讃
岐
国
阿
野
郡
日
下
部
犬
万
呂
三



(
裏
)

四
年
調
塩

長
さ
一
九
三
㎜
・
幅
二
七
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
三
二
型
式

讃
岐
国
阿
野
郡
（
今
の
香
川
県
坂
出
市
と
そ
の
周
辺
）
か
ら
の
調
塩
の

さ
ぬ
き

あ
や

ち
ょ
う
え
ん

荷
札
木
簡
。
調
塩
は
正
丁
一
人
あ
た
り
三
斗
が
規
定
量
。
「
四
年
」
は
、
年

号
が
記
さ
れ
ず
い
つ
の
も
の
か
は
不
明
。

天
平
四
年
と
考
え
て
も
、
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
に
廃
棄
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
天

平
十
八
～
十
九
年
か
ら
は
十
年
以
上
前
で
あ
る
。
塩
は
、
に
が
り
成
分
が
空

気
中
の
水
分
を
吸
収
し
、
溶
け
て
し
ま
う
（
潮
解
）
た
め
、
必
ず
し
も
長
期

保
存
に
は
適
し
て
い
な
い
。
塩
の
保
存
期
間
に
つ
い
て
考
え
る
時
は
、
注
意

が
必
要
で
あ
る
。

荷
札
木
簡
に
は
地
域
に
よ
る
個
性
が
認
め
ら
れ
る
。
讃
岐
国
の
木
簡
は
、

総
じ
て
字
が
雑
で
あ
る
。
こ
の
木
簡
も
、
け
っ
し
て
丁
寧
な
書
き
ぶ
り
と
は

い
え
な
い
だ
ろ
う
。
一
方
、
筆
の
動
き
は
速
く
、
手
慣
れ
た
印
象
も
受
け
る
。

文
字
文
化
の
水
準
が
高
い
た
め
に
、
か
え
っ
て
素
早
く
雑
に
書
い
て
し
ま
う

の
で
あ
ろ
う
か
。

セ
ン
チ

セ
ン
チ

セ
ン
チ

セ
ン
チ
以
上

以
上

以
上

以
上
のの のの
長長 長長
いい いい
木
簡

木
簡

木
簡

木
簡
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(
一
三
次
、
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
土
。
宮
一
―
三
四
三
)

(
表
)
越
前
国
丹
生
郡
曾
博
郷
戸
主
牟
儀
都
百
足
戸
口
同
廣
足

〔
斗
ヵ
〕

＝
調
波
奈
佐
久
一



(
裏
)

天
平
十
七
年
四
月
十
八
日

長
さ
三
一
二
㎜
・
幅
二
六
㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
三
一
型
式

越
前
国
丹
生
郡
曽
博
郷
（
現
在
の
福
井
県
鯖
江
市
東
部
な
い
し
池
田
町

え
ち
ぜ
ん

に
う

そ
は
く

付
近
か
）
か
ら
納
め
ら
れ
た
調
の
荷
札
木
簡
。

物
品
名
の
「
波
奈
佐
久
」
は
詳
細
不
明
。
調
と
い
う
税
目
や
、
容
積
で
数

は
な
さ
く

え
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
一
定
程
度
乾
燥
し
て
保
管
が
可
能
で
、
粒

状
の
も
の
が
想
定
し
や
す
い
が
、
海
藻
の
一
種
と
す
る
説
も
あ
る
。
海
藻
を

容
積
で
計
量
し
て
い
る
事
例
と
し
て
は
、
因
幡
国
か
ら
の
酢
海
藻
（
宮
二
―

い
な
ば

二
七
五
一
）
の
他
、
イ
ギ
ス
の
事
例
（
『
飛
鳥
藤
原
京
木
簡
』
一
―
二
七
、

京
二
―
一
七
八
四
、
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
三
四
―
二
五
頁

下
段
〈
以
下
、
城
三
四
―
二
五
頁
下
の
よ
う
に
略
す
〉
）
な
ど
が
あ
る
。
た

だ
し
、
曽
博
郷
の
比
定
地
は
海
岸
部
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
立
地
も
含
め
て

検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
蕪
菜
と
す
る
説
も
あ
る
。

か
ぶ
ら
な

ま
た
、
貢
進
主
体
の
氏
族
名
が
「
牟
儀
都
」
と
い
う
の
も
興
味
深
い
。
牟
儀
都

む
げ
つ
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氏
は
美
濃
国
武
儀
郡
を
本
拠
地
と
す
る
。
美
濃
地
域
と
越
前
地
域
の
交
流
を

み
の

む
ぎ

物
語
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
場
合
、
山
の
道
を
通
じ
て
の
交
流

で
あ
ろ
う
か
。
武
儀
郡
や
そ
の
中
心
、
弥
勒
寺
遺
跡
群
が
濃
尾
地
域
の
河
川

み
ろ
く
じ

交
通
の
最
上
流
部
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
と
併
せ
て
、
興
味
が
尽
き
な
い
。

「「 「「
西
宮

西
宮

西
宮

西
宮
」」 」」
とと とと
書書 書書
か
れ
た

か
れ
た

か
れ
た

か
れ
た
木
簡

木
簡

木
簡

木
簡
２２ ２２

17171717

(
一
三
次
、
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
土
。
宮
一
―
九
七
)

茨
田

大
伴

(
表
)
西
宮
東
一
門

川
上

合
四
人

〔
奈
林

合
四
人
ヵ
〕

〔
二
ヵ
〕

(
裏
)
東


門









三
野

朝
夕
料

長
さ
一
一
九
㎜
・
幅
(
一
二
)
㎜
・
厚
さ
二
㎜

〇
八
一
型
式

い
わ
ゆ
る
西
宮
兵
衛
木
簡
の
ひ
と
つ
。
表
面
に
東
の
第
一
門
に
四
人
の

ひ
ょ
う
え

兵
衛
を
配
置
し
た
こ
と
を
記
し
、
裏
面
に
は
第
二
門
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
。

た
だ
、
裏
面
に
「
朝
夕
料
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
単
な
る
兵
衛
の
配
置
記
録

で
は
な
く
、
彼
ら
へ
の
食
料
支
給
の
た
め
の
機
能
も
兼
ね
て
い
た
と
推
察
さ

れ
る
。
兵
衛
に
限
ら
ず
、
官
人
は
一
般
に
朝
夕
二
回
の
食
事
が
支
給
さ
れ
た
。

｢
朝
夕
料
」
は
そ
れ
に
当
た
り
、
「
常

食
」
と
も
呼
ば
れ
た
。

じ
ょ
う
し
ょ
く

右
端
も
少
し
欠
損
し
て
い
る
が
、
左
端
は
ち
ょ
う
ど
真
ん
中
あ
た
り
で
割

れ
て
い
る
と
思
わ
れ
、
表
面
の
「
西
宮
東
一
門
」
は
右
半
分
し
か
残
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
本
来
は
現
状
の
二
倍
な
い
し
そ
れ
以
上
の
幅
が
あ
っ
た
と
想

定
さ
れ
る
。
元
は
「
川
上
」
の
左
に
も
う
一
行
、
一
人
分
の
兵
衛
の
名
が

か
わ
か
み

書
か
れ
て
お
り
、
「
茨
田
」
「
大
伴
」
と
合
わ
せ
て
四
人
分
の
記
載
だ
っ
た

ま
ん
だ

お
お
と
も

の
だ
ろ
う
。
す
る
と
、
裏
面
も
同
様
の
配
置
で
記
載
さ
れ
、
右
側
に
書
か
れ

た
一
行
二
人
分
の
人
名
が
失
わ
れ
て
い
る
と
推
察
し
う
る
。

な
お
、
裏
面
中
段
右
側
の
人
名
は
左
三
分
の
一
ほ
ど
し
か
残
ら
ず
、
こ
れ

の
み
で
は
な
か
な
か
判
読
し
が
た
い
が
、
西
宮
兵
衛
木
簡
に
は
他
に
「
奈
林
」

な
ば
や
し

と
い
う
人
名
が
み
え
る
も
の
が
あ
り
（

１１ １１
期
展
示

、
２２ ２２
期
展
示

９９ ９９
な
ど
）
、

27272727

こ
れ
ら
を
参
照
す
る
と
、
残
画
は
「
奈
林
」
と
考
え
て
矛
盾
は
な
い
。
木
簡

の
釈
読
に
際
し
て
は
、
類
似
品
や
関
連
資
料
に
も
目
配
り
す
る
必
要
が
あ
る
。

同同 同同
じじ じじ
字字 字字
を
く
り

を
く
り

を
く
り

を
く
り
返返 返返
しし しし
書書 書書
い
た

い
た

い
た

い
た
木
簡

木
簡

木
簡

木
簡

18181818

(
一
三
次
、
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
土
。
宮
一
―
五
五
三
)

〔
侍
ヵ
〕

「



女
女

右
九
人
内



(
表
)
女
女
五
五
五
五

「





本



仕
仕

」












」

〔
私
部

奈
布
女
ヵ
〕




(
裏
)



千
千


千
千
之










長
さ
(
二
四
七
)
㎜
・
幅
(
三
一
)
㎜
・
厚
さ
六
㎜

〇
八
一
型
式

｢
女
」
「
五
」
「
千
」
な
ど
の
文
字
を
く
り
返
し
書
い
た
習
書
木
簡
。
四

し
ゅ
う
し
ょ

周
と
も
原
形
を
留
め
て
お
ら
ず
、
元
は
も
っ
と
大
き
な
材
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
表
面
中
央
や
や
下
に
「
右
九
人
内
侍
」
「
私
部


奈
布
女
」
と
読
め

る
文
言
が
あ
り
、
元
来
は
文
書
木
簡
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
内
侍
は
内
侍

な
い
し

司
に
所
属
す
る
女
官
で
、
天
皇
の
宣
旨
の
取
り
次
ぎ
な
ど
を
職
掌
と
し
た
。

に
ょ
か
ん

せ
ん
じ

私
部


奈
布
女
は
内
侍
の
名
前
で
あ
ろ
う
。

き
さ
い
べ

な
ふ
め

こ
れ
に
対
し
、
習
書
の
文
字
は
か
な
り
稚
拙
に
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
だ
文

字
を
書
く
こ
と
に
慣
れ
て
い
な
い
初
学
者
が
、
一
所
懸
命
に
練
習
し
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
元
の
文
書
の
部
分
と
は
異
な
る
人
物
が
書
い
た
の
だ
ろ
う
。
た

だ
、
「
女
」
や
「
仕
」
な
ど
の
文
字
は
元
の
文
書
の
内
容
と
関
わ
る
可
能
性

も
考
え
ら
れ
、
あ
る
い
は
そ
こ
か
ら
類
推
し
て
書
か
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ほ
ぼ

ほ
ぼ

ほ
ぼ

ほ
ぼ
同
型

同
型

同
型

同
型
でで でで
孔孔 孔孔
がが がが
開開 開開
くく くく
木
簡

木
簡

木
簡

木
簡
た
ち

た
ち

た
ち

た
ち

23232323

(
一
三
次
、
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
土
。
宮
一
―
五
九
四
～
五
九
七
)



( 4 )

23-123-123-123-1

〔
讃
讃
讃
讃

岐
岐
岐
国
国
ヵ

〕

(
表
)














（
記
号
ヵ
）

(
裏
)



長
さ
二
一
〇
㎜
・
幅
二
〇
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
六
五
型
式
（
五
九
四
)

（
記
号
ヵ
）

23-223-223-223-2



長
さ
二
〇
九
㎜
・
幅
一
七
㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
六
五
型
式
（
五
九
五
)

（
記
号
ヵ
）

23-323-323-323-3



長
さ
(
一
四
三
)
㎜
・
幅
二
〇
㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
六
五
型
式
（
五
九
六
)

（
記
号
ヵ
）

23-423-423-423-4




長
さ
(
一
〇
〇
)
㎜
・
幅
二
〇
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
六
五
型
式
（
五
九
七
)

そ
れ
ぞ
れ
ほ
ぼ
同
型
で
、
下
端
に
は
同
じ
よ
う
な
位
置
に
孔
も
開
け
ら

あ
な

れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
箇
所
に
横
線
が
引
か
れ
て
い
る
が
、
特
に
下
の
方
は

途
中
で
切
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
四
枚
を
扇
状
に
重
ね
合
わ
せ
た
状
態
で

書
か
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
特
徴
や
形
状
か
ら
、
類
似
品

と
し
て
檜
扇
が
思
い
浮
か
ぶ
。
檜
扇
は
ヒ
ノ
キ
の
薄
い
板
で
作
っ
た
扇
で
、

ひ
お
う
ぎ

厚
め
の
板
を
割
り
剥
い
で
同
型
の
骨
を
何
枚
も
作
り
出
し
、
下
端
に
要
の

は
か
な
め

孔
を
開
け
て
留
め
具
を
施
し
、
上
部
は
紐
で
綴
じ
る
（

１１ １１
期
展
示

も
参
照
）
。

と

42424242

た
だ
、
檜
扇
と
す
る
に
は

は
や
や
厚
ぼ
っ
た
く
、
下
部
に
グ
リ
ッ
プ
状
の

23232323

抉
り
を
入
れ
る
例
も
あ
ま
り
な
い
。
現
状
で
は
用
途
不
明
の
ナ
ゾ
の
木
簡

え
ぐ

と
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

―
１１ １１
表
面
の
文
字
は
、
お
そ
ら
く
製
品
と
し
て
は
廃
棄
さ
れ
た
後
に
書

23232323

き
込
ま
れ
た
習
書
で
あ
ろ
う
。
「
讃
」
「
岐
」
「
国
」
の
三
文
字
が
く
り
返
し

書
か
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
讃
岐
国
の
荷
札
に
は
ク
セ
の
強
い
文
字
の
も

さ
ぬ
き

の
が
多
く
、
そ
れ
ら
で
は
「
讃
岐
国
」
は
ま
さ
に

―
１１ １１
の
よ
う
な
字
形
で

23232323

書
か
れ
る
（

も
参
照
）
。
た
だ
し
、
讃
岐
国
の
荷
札
は
現
地
在
住
者
が
作

15151515

成
・
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、

―
１１ １１
は
平
城
京
に
暮
ら
す
人
が

23232323

書
い
た
も
の
の
は
ず
で
あ
る
。
あ
る
い
は
筆
記
者
が
讃
岐
国
出
身
だ
っ
た
の

か
、
ま
た
は
讃
岐
の
荷
札
を
脇
に
置
き
な
が
ら
、
あ
え
て
字
形
を
真
似
し
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、

―
１１ １１
裏
面
と

―
２２ ２２
～

４４ ４４
の
中
央
付
近
に
も
文

23232323

23232323

字
ら
し
き
も
の
が
あ
り
、
「
中
」
と
読
め
な
く
も
な
い
が
、
記
号
と
考
え
る

ほ
う
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

何何 何何
の
た
め

の
た
め

の
た
め

の
た
め
？？ ？？
似似 似似
た
よ
う
な

た
よ
う
な

た
よ
う
な

た
よ
う
な
木
簡

木
簡

木
簡

木
簡
た
ち

た
ち

た
ち

た
ち
３３ ３３

26262626

(
一
三
次
、
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
土
)

中
緑

絮
長
さ
四
九
㎜
・
幅
一
八
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
二
一
型
式
(
宮
一
―
五
一
四
)

26-126-126-126-1

中
緑
調

絮
長
さ
五
五
㎜
・
幅
二
〇
㎜
・
厚
さ
二
㎜

〇
二
一
型
式
(
宮
一
―
五
一
五
)

26-226-226-226-2

青
染
絹

長
さ
五
六
㎜
・
幅
一
三
㎜
・
厚
さ
二
㎜

〇
二
一
型
式
(
宮
一
―
五
一
七
)

26-326-326-326-3

中
緑
絹

長
さ
五
二
㎜
・
幅
一
八
㎜
・
厚
さ
二
㎜

〇
二
一
型
式
(
宮
一
―
五
一
八
)

26-426-426-426-4

中
緑
御
服
絹

26-526-526-526-5

長
さ
五
五
㎜
・
幅
一
九
㎜
・
厚
さ
二
㎜

〇
二
一
型
式
(
宮
一
―
五
一
九
)

中
緑
・
青
な
ど
の
色
名
と
、

絮
・
絹
と
い
う
繊
維
製
品
名
が
書
か
れ

あ
し
ぎ
ぬ

た
木
簡
。

絮
は
「
悪
し
（
き
）
絹
」
の
意
味
で
、
粗
く
織
っ
た
絹
の
布
。
た

だ
、
賦
役
令
調
絹

絮
条
に
は
絹
・

絮
と
も
一
人
あ
た
り
の
貢
進
量
は
八
尺

ぶ
や
く
り
よ
う

五
寸
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
品
質
に
ど
れ
ほ
ど
の
差
が
あ
っ
た
か
は
不
明
瞭

で
あ
る
。
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基
本
的
に
四
周
は
原
形
を
保
つ
が
、
上
下
両
端
は
刃
物
を
入
れ
て
折
っ
た

ま
ま
の
状
態
で
、
平
滑
に
削
る
な
ど
の
加
工
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
手
近
に

あ
っ
た
細
長
い
材
を
細
か
く
切
断
し
て
作
成
し
た
木
簡
と
み
ら
れ
、
加
工
前

の
長
い
状
態
に
復
元
で
き
る
組
み
合
わ
せ
も
い
く
つ
か
見
つ
か
っ
て
い
る
。

用
途
に
つ
い
て
は
、
従
来
は
記
載
さ
れ
た
繊
維
製
品
の
付
札
と
み
る
の
が
一

般
的
だ
っ
た
が
、
作
り
が
き
わ
め
て
粗
雑
で
あ
る
こ
と
、
一
括
し
て
出
土
し

て
い
る
こ
と
（
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
か
ら
は
類
似
品
が
合
計
二
〇
数
点
出
土
し
て
い

る
）
、
そ
し
て
「
取
色
」
と
書
か
れ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
現
在

で
は
籤
引
札
と
す
る
見
方
が
有
力
に
な
っ
て
い
る
。

く
じ
び
き
ふ
だ

青
や
緑
系
統
の
色
は
、
六
位
以
下
の
下
級
官
人
の
朝
服
の
色
と
の
関
係
が

考
え
ら
れ
る
が
、
絹
の
ほ
か
綾
な
ど
の
高
級
品
も
含
ま
れ
る
。
ま
た
、

―

26262626

５５ ５５
の
「
御
服
」
は
天
皇
用
の
服
地
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
あ
る
い
は
そ
の
端

切
れ
を
い
う
の
か
も
し
れ
な
い
。

木
簡

木
簡

木
簡

木
簡

を
よ

む
を

よ
む

を
よ

む
を

よ
む

３３ ３３

型
式
番
号
の
フ
シ
ギ

木
簡
の
形
状
を
表
す
た
め
に
用
い
て
い
る
三
桁
の
型
式
番
号
の
原
形
は
、
Ｓ
Ｋ

八
二
〇
出
土
木
簡
の
整
理
過
程
で
つ
く
ら
れ
た
。
二
桁
目
の
数
字
が
大
ま
か
な
グ

ル
ー
プ
を
あ
ら
わ
し
、
三
桁
目
が
よ
り
詳
細
な
形
状
を
示
す
（
上
段
参
照
）
。

平
城
宮
跡
出
土
木
簡
か
ら
帰
納
さ
れ
た
こ
の
型
式
分
類
は
、
広
く
全
国
の
木
簡

に
適
用
さ
れ
て
い
る
が
、
中
に
は
や
は
り
う
ま
く
当
て
は
ま
ら
な
い
場
合
も
あ
り
、

遺
跡
独
自
の
型
式
番
号
を
設
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
（
福
井
県
の
一
乗
谷
朝

倉
氏
遺
跡
や
広
島
県
の
草
戸
千
軒
町
遺
跡
な
ど
）
。
ま
た
、
木
簡
の
機
能
を
含
め

ず
、
形
状
に
特
化
し
た
分
類
も
試
み
ら
れ
て
い
る
（
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ

ー
『
長
岡
京
木
簡
』
二
な
ど
）
。

と
こ
ろ
で
、

の
五
点
は
（

期
展
示

の
六
点
、

２２ ２２
期
展
示

の
五
点
も
）

26262626

1111

24242424

25252525

す
べ
て
〇
二
一
型
式
と
さ
れ
て
い
る
。
〇
二
一
型
式
は
、
短
冊
型
（
＝
切
り
込

た
ん
ざ
く

み
や
尖
り
と
い
っ
た
加
工
が
な
い
）
の
う
ち
小
型
で
短
い
も
の
、
と
定
義
さ
れ
て

お
り
、
同
じ
短
冊
型
で
も
通
常
の
大
き
さ
以
上
の
も
の
は
〇
一
一
型
式
と
な
る
。

一
読
し
て
お
わ
か
り
の
と
お
り
、
〇
一
一
型
式
と
〇
二
一
型
式
と
の
境
界
は
き

わ
め
て
曖
昧
。
こ
の
よ
う
な
定
義
の
も
と
〇
二
一
型
式
が
設
定
さ
れ
た
の
は
、
こ

あ
い
ま
い

の
一
連
の
繊
維
製
品
札
に
対
処
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
当
時
は
、
類
似

品
が
今
後
も
一
定
程
度
出
土
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
だ
が
結
果
的

に
、
こ
れ
ら
は
籤
引
札
と
い
う
珍
品
で
あ
っ
た
。
現
在
で
は
〇
二
一
型
式
は
あ

く
じ
び
き
ふ
だ

ま
り
用
い
ず
、
大
き
さ
に
関
わ
ら
ず
〇
一
一
型
式
と
す
る
こ
と
が
多
い
。
こ
ん
な

と
こ
ろ
に
も
、
木
簡
学
黎
明
期
の
試
行
錯
誤
が
顔
を
覗
か
せ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、

れ
い
め
い

同
じ
小
型
の
短
冊
型
で
も
一
端
の
両
角
を
落
と
せ
ば
〇
二
二
型
式
と
な
る
が
、
こ

れ
も
宮
一
―
四
六
五
の
存
在
が
念
頭
に
あ
っ
て
の
設
定
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
型
式
番
号
は
木
簡
の
種
類
や
使
用
状
況
を
あ
る
程
度
見
通
し
た

上
で
設
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
で
な
い
と
無
限
に
細
分
化
さ
れ
、
番
号
が
増
え
て

い
っ
て
し
ま
い
、
有
効
な
分
類
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

〇
二
類
と
は
逆
に
、
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
土
木
簡
以
後
に
普
遍
的
な
存
在
が
明
ら
か

に
な
り
、
新
し
く
設
定
さ
れ
た
型
式
番
号
も
あ
る
。
短
冊
型
の
板
の
側
面
か
ら
孔 あ
な

を
穿
ち
貫
通
さ
せ
た
〇
一
五
型
式
や
、
一
端
を
羽
子
板
の
柄
状
に
削
り
細
め
た

う
が

〇
四
類
な
ど
で
あ
る
。
一
方
、
素
直
に
表
面
か
ら
孔
を
あ
け
た
タ
イ
プ
に
は
、
い

ま
だ
に
独
自
の
型
式
番
号
が
な
い
。
少
し
可
哀
想
な
気
が
、
し
な
い
で
も
な
い
。
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ⅡⅡ ⅡⅡ
木
簡
学

木
簡
学

木
簡
学

木
簡
学
のの のの 基

礎基礎
基
礎

基
礎
、、 、、 確

立確立
確
立

確
立

ーー ーー 日
本
古
代
木
簡

日
本
古
代
木
簡

日
本
古
代
木
簡

日
本
古
代
木
簡
のの のの 三

本
柱

三
本
柱

三
本
柱

三
本
柱
ーー ーー

Ｓ
Ｋ

Ｓ
Ｋ

Ｓ
Ｋ

Ｓ
Ｋ
八
二

八
二

八
二

八
二
〇〇 〇〇
出
土

出
土

出
土

出
土
のの のの
文
書
木
簡

文
書
木
簡

文
書
木
簡

文
書
木
簡
３３ ３３

59595959

(
一
三
次
、
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
土
。
城
三
五
―
一
四
頁
下
。
宮
一
―
四
三
)

〔
九
ヵ
〕

又
乱
六
束

(
表
)
九
月


日
検
校
藁
弐
伯
陸
拾
伍
圍

(
裏
)

中
務
少
丞
池
田
足
継

長
さ
三
五
一
㎜
・
幅
四
一
㎜
・
厚
さ
六
㎜

〇
一
一
型
式

｢
中
務
少

丞
」
（
中
務
省
の
第
三
等
官
）
の
池
田
足
継
が
、
藁
の
数

な
か
つ
か
さ
し
ょ
う
じ
ょ
う

い
け
だ
の
た
る
つ
ぐ

わ
ら

量
を
「
検
校
」
（
検
査
）
し
て
、
「
弐
伯
陸
拾
伍
圍
」
と
「
乱
六
束
」
あ

け
ん
ぎ
ょ
う

に
ひ
ゃ
く
ろ
く
じ
ゅ
う
ご

い
ら
ん

る
こ
と
を
確
認
し
た
記
録
。
「
圍
」
（
囲
）
は
藁
の
単
位
。
「
乱
」
は
一
圍
に

満
た
な
い
半
端
分
と
み
ら
れ
る
の
で
、
一
圍
＝
一
〇
束
か
。

日
付
で
始
ま
る
な
ど
、
奈
良
時
代
の
文
書
木
簡
と
し
て
は
書
式
が
整
っ
て

い
な
い
が
、
帳
簿
と
考
え
る
に
は
長
大
で
、
書
き
ぶ
り
も
お
お
ら
か
で
あ
る
。

や
は
り
手
紙
の
機
能
は
果
た
し
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
検
査
し
た
藁

と
と
も
に
宛
先
に
移
動
し
て
い
る
可
能
性
も
考
え
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。
文

書
木
簡
と
し
て
送
り
状
の
機
能
を
果
た
す
だ
け
で
な
く
、
品
物
の
付
札
と
し

て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

藁
の
用
途
と
し
て
は
、
中
務
省
管
下
の
図
書
寮
や
縫
殿
寮
に
お
け
る

ず
し
ょ
り
ょ
う

ぬ
い
ど
の
り
ょ
う

造
紙
原
料
や
藁
製
品
の
素
材
が
挙
げ
ら
れ
る
。
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
土
木
簡
に
は
、

図
書
寮
に
関
わ
る
木
簡
が
含
ま
れ
て
お
り
（
図
書
寮
解
〈
宮
一
―
四
八
〉
な

ど
）
、

の
藁
は
、
造
紙
材
料
と
し
て
図
書
寮
に
送
ら
れ
た
も
の
と
想
定
す

59595959

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の
調
査

調
査

調
査

調
査
でで でで
出
土

出
土

出
土

出
土
し
た

し
た

し
た

し
た
文
書
木
簡

文
書
木
簡

文
書
木
簡

文
書
木
簡
９９ ９９

60606060

(
一
九
三
次
Ｅ
、
Ｓ
Ｄ
四
七
五
〇
出
土
。
京
一
―
三
二
五
)

(
表
)
о
書
法
模
人
二
口
米
四
升
受

黒
万
呂

(
裏
)
о
阿
手
良
廿
八
日

書


長
さ
一
八
八
㎜
・
幅
二
〇
㎜
・
厚
さ
二
㎜

〇
五
一
型
式

長
屋
王
家
木
簡
に
多
数
類
例
の
あ
る
米
の
支
給
に
関
わ
る
伝
票
木
簡
の
一

な
が
や
お
う
け

点
。
「
書
法
模
人
二
口
」
（
＝
二
人
）
の
た
め
の
米
四
升
を
「
阿
手
良
」
（
「
当

し
よ
ほ
う
も
す
ひ
と

く
あ
て
ら

良
」
と
も
書
か
れ
〈
京
一
―
三
二
三
な
ど
〉
、

に
よ
っ
て
こ
れ
が
「
あ
て

60606060

ら
」
と
読
ま
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
）
に
受
け
渡
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

裏
面
の
「
黒
万
呂
」
は
支
給
責
任
者
。
「
呂
」
は
大
き
く
省
略
さ
れ
、
ほ
ぼ

く
ろ
ま
ろ

縦
画
一
本
に
な
っ
て
い
る
。
「
万
呂
」
（
「
麻
呂
」
「
末
呂
」
と
も
書
く
）
は

八
世
紀
の
男
性
名
に
非
常
に
多
く
み
ら
れ
、
こ
の
よ
う
に
よ
く
使
わ
れ
る
文

字
・
単
語
ほ
ど
筆
記
に
際
し
て
は
大
胆
に
省
略
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
「
麻

呂
」
は
、
現
在
も
「
麿
」
の
字
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
、
ま
る
で
一
文
字
の
よ

う
に
書
い
て
い
る
例
も
あ
る
。
上
端
の
穿
孔
は
、
木
簡
を
紐
で
綴
じ
て
保

せ
ん
こ
う

管
す
る
た
め
の
も
の
。
下
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
形
状
は
、
内
容
と
の
関
わ
り

は
見
出
し
が
た
く
、
二
次
的
な
整
形
、
あ
る
い
は
別
の
木
簡
の
再
利
用
の
可

能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

「
書
法
」
は
書
の
手
本
、
あ
る
い
は
手
本
と
す
べ
き
書
の
こ
と
。『
続
日
本
紀
』

し
よ
く
に
ほ
ん
ぎ

に
は
、
「
近
江
朝
書
法
一
百
巻
」
を
崇
福
寺
に
施
入
し
た
と
の
記
録
が
あ
り

お
う
み
ち
よ
う

す
う
ふ
く
じ

(
天
平
勝
宝
八
歳
〈
七
五
六
〉
八
月
乙
酉
〈
四
日
〉
条
）
、
い
わ
ゆ
る
国
家

い
つ
ゆ
う

珍
宝
帳
に
載
る
書
聖
・
王
羲
之
の
「
書
法
廿
巻
」
（
『
大
日
本
古
文
書
』
四
、

お
う
ぎ
し

一
二
四
頁
）
も
著
名
で
あ
る
。
「
書
法
模
人
」
は
、
そ
の
よ
う
な
書
法
の
模

写
を
担
当
す
る
技
術
者
。
墨
線
の
輪
郭
を
細
い
筆
で
な
ぞ
っ
て
中
を
塗
り
つ

ぶ
す
、
「
双
鉤
填
墨
」
と
い
う
高
度
な
技
法
に
よ
り
古
来
の
書
法
を
精
密

そ
う
こ
う
て
ん
ぼ
く

に
コ
ピ
ー
す
る
職
人
で
あ
る
。

長
屋
王
家
木
簡
中
に
は
、
他
に
「
書
法
作
人
」
（
京
二
―
一
九
六
六
な
ど
）

や
「
書
法
所
」
（
京
一
―
三
二
六
な
ど
）
と
い
っ
た
文
言
も
み
え
、
邸
内
に

書
法
模
写
の
た
め
の
専
門
部
局
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
当
時
の

長
屋
王
の
実
力
を
物
語
る
事
実
で
あ
る
。
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の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の
調
査

調
査

調
査

調
査
でで でで
出
土

出
土

出
土

出
土
し
た

し
た

し
た

し
た
文
書
木
簡

文
書
木
簡

文
書
木
簡

文
書
木
簡

61616161

10101010

(
二
〇
四
次
、
Ｓ
Ｄ
五
三
〇
〇
出
土
。
京
三
―
四
七
四
〇
)

乙
万
呂

午
一

(
表
)
廿
五
日

兵
士
石
武

午

(
裏
)
建
家
安
万
呂

午
一
口

兵
士
舂
米
鈹
一
口

長
さ
一
一
三
㎜
・
幅
三
三
㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
一
一
型
式

某
月
「
廿
五
日
」
に
「

午
」
や
「
鈹
」
を
配
給
し
た
記
録
。
「

午
」
は
鋤 す
き

の
こ
と
。
一
方
、
「
鈹
」
の
字
に
は
本
来
農
具
の
意
味
は
な
い
が
、
鍬
の
意

く
わ

で
用
い
た
と
思
わ
れ
る
事
例
が
平
城
宮
跡
出
土
木
簡
に
あ
り
（
「
(
表
)
備
後

び
ん
ご

国



(
裏
)
万


里
鈹
十
口
」
〈
城
一
二
―
八
頁
上
〉
、
「
英
多
里
鈹
」
〈
同
―

あ
い
だ

八
頁
下
〉
）
、

の
「
鈹
」
も

午
（
鋤
）
と
区
別
し
て
鍬
の
意
味
で
用
い
て
い

61616161

る
の
だ
ろ
う
。

｢
兵
士
」
は
全
国
各
地
で
徴
発
さ
れ
、
そ
の
地
の
軍
団
に
所
属
・
勤
務
す

る
軍
団
兵
士
を
指
す
の
が
一
般
的
だ
が
、
こ
こ
で
は
そ
こ
か
ら
選
ば
れ
上
京

し
、
都
で
の
任
に
当
た
っ
た
衛
士
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
石
武
・
舂
米
の

え
じ

い
わ
た
け

つ
き
し
ね

二
人
に
「
兵
士
」
と
註
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
こ
の
配
給
が
単
な
る
支

給
で
は
な
く
実
際
の
作
業
用
の
も
の
で
、
そ
の
た
め
兵
士
を
農
作
業
に
充
当

し
た
こ
と
を
記
録
し
て
お
く
意
味
が
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
想
定
さ
れ

る
。乙
万
呂
と
建
家
安
万
呂
の
「
万
呂
」
は
男
性
名
と
し
て
頻
繁
に
使
用
さ

お
と
ま
ろ

た
て
や
の
や
す
ま
ろ

れ
る
文
字
で
あ
る
た
め
、

で
見
ら
れ
た
の
と
同
様
に
簡
略
な
字
形
で
書
か

60606060

れ
て
い
る
。
特
に
「
呂
」
は
大
き
く
省
略
さ
れ
て
独
特
の
字
形
に
な
っ
て
い

て
、
筆
者
の
個
性
を
伺
わ
せ
る
。

な
お
、
石
武
の
み
配
給
の
個
数
が
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
よ
く
見
る
と

｢
午
」
の
字
の
最
終
画
が
他
と
比
べ
て
グ
ッ
と
長
く
書
か
れ
て
い
る
。
あ
る

い
は
こ
の
画
に
、
個
数
の
「
一
」
を
兼
ね
さ
せ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の
調
査

調
査

調
査

調
査
でで でで
出
土

出
土

出
土

出
土
し
た

し
た

し
た

し
た
文
書
木
簡

文
書
木
簡

文
書
木
簡

文
書
木
簡

62626262

11111111

(
一
九
三
次
Ｅ
、
Ｓ
Ｄ
四
七
五
〇
出
土
。
京
二
―
一
八
二
七
)

竹
野
皇
子
二
取
米
三
升

余
女

長
さ
二
八
一
㎜
・
幅
二
五
㎜
・
厚
さ
五
㎜

〇
一
一
型
式

長
屋
王
家
木
簡
で
、
竹
野
皇
子
宛
て
に
支
給
さ
れ
た
米
の
伝
票
木
簡
。

な
が
や
お
う
け

た
か
の

余
女
は
受
取
人
の
名
で
あ
ろ
う
。
「
二
取
米
」
の
詳
細
は
不
明
。

や
の

あ
ま
る
め

60606060

62626262

よ
う
な
米
の
伝
票
木
簡
が
き
わ
め
て
多
く
含
ま
れ
る
こ
と
は
、
長
屋
王
家
木

簡
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

竹
野
皇
子
（
竹
野
王
子
と
も
）
は
、
長
屋
王
家
木
簡
に
し
ば
し
ば
登
場
す

る
人
物
。
『
続
日
本
紀
』
に
み
え
る
「
竹
野
女
王
」
（
天
平
十
一
年
〈
七
三
九
〉

正
月
丙
午
〈
十
三
日
〉
条
な
ど
）
と
同
一
人
物
と
思
わ
れ
、
す
る
と
「
皇
子
」

へ
い
ご

｢
王
子
」
と
い
う
語
が
男
女
の
区
別
な
く
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
と
な
る
。
比

較
的
お
お
ら
か
な
語
句
使
用
の
様
子
が
垣
間
見
え
る
。

彼
女
は
長
屋
王
の
近
親
（
妹
か
）
と
推
定
さ
れ
る
が
、
関
連
資
料
が
い
く

つ
か
あ
る
。
ま
ず
、
奈
良
県
明
日
香
村
稲
淵
の
龍
福
寺
に
あ
る
石
塔
に
刻

い
な
ぶ
ち

り
ゅ
う
ふ
く
じ

ま
れ
た
銘
文
に
「
竹
野
王
」
の
名
が
み
え
、
建
立
者
は
竹
野
皇
子
そ
の
人
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
こ
の
石
塔
は
、
か
つ
て
は
龍
福
寺
の
西
、
飛
鳥
川
の
対

岸
に
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
周
辺
に
は
「
浅
カ
ジ
」
「
浅
鍛
冶
」
と
い
う
字 あ
ざ

名
が
残
り
、
や
は
り
銘
文
に
み
え
る
「
朝
風
」
と
い
う
地
名
に
対
応
す
る
と

思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
「
旦
風
悔
過
布
施
文
」
と
記
さ
れ
た
木
簡
も
あ
り
（
城

あ
さ
か
ぜ
け
か
ふ
せ
も
ん

二
一
―
七
頁
上
）
、
「
旦
風
」
＝
朝
風
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
地
に
は
悔
過
（
罪

を
悔
い
改
め
る
こ
と
を
吉
祥
天
な
ど
に
誓
う
仏
事
）
を
執
り
行
え
る
よ
う

き
っ
し
ょ
う
て
ん

な
施
設
が
存
在
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。
加
え
て
「
竹
野
王
子
山
寺
遣
雇
人
」

と
書
か
れ
た
木
簡
も
あ
り
（
京
二
―
一
八
二
九
）
、
竹
野
皇
子
は
山
寺
を
営

ん
で
い
た
と
の
指
摘
が
あ
る
。
彼
此
を
勘
案
す
る
と
、
悔
過
が
行
わ
れ
た
の

も
、
石
塔
が
安
置
さ
れ
た
の
も
、
竹
野
皇
子
が
朝
風
の
地
に
造
営
し
た
山
寺

で
あ
っ
た
と
の
推
定
が
、
高
い
蓋
然
性
を
帯
び
て
く
る
。
長
屋
王
家
木
簡
の

舞
台
は
、
平
城
京
を
遠
く
離
れ
た
飛
鳥
の
山
中
に
ま
で
及
ん
で
い
た
。
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の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の
調
査

調
査

調
査

調
査
でで でで
出
土

出
土

出
土

出
土
し
た

し
た

し
た

し
た
文
書
木
簡

文
書
木
簡

文
書
木
簡

文
書
木
簡

63636363

12121212

(
二
二
次
南
、
Ｓ
Ｄ
三
二
三
六
出
土
。
宮
二
―
二
五
八
二
)

中
取
四
前

(
表
)
「


枚


薦
十
枚
」

切
机
四
前

(
裏
)

十
四
人
別
人
三
合

「
師
田
万
呂
」

長
さ
(
一
二
〇
)
㎜
・
幅
三
六
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
八
一
型
式

｢
切
机
」
や
「
中
取
」
、
「
薦
」
の
用
意
に
関
す
る
記
録
。
切
机
は
ま
な

き
り
づ
く
え

な
か
と
り

こ
も

板
の
こ
と
と
さ
れ
る
が
、
「
机
」
と
あ
る
よ
う
に
脚
が
付
い
て
い
た
。
延
喜

え
ん
ぎ

木
工
寮
式
に
み
え
る
「
切
案
」
（
「
案
」
も
机
の
意
味
）
は
長
さ
三
尺
（
約

も
く
り
ょ
う

き
り
あ
ん

九
〇
㎝
）
、
広
さ
一
尺
七
寸
（
約
五
〇
㎝
）
、
高
さ
八
寸
（
約
二
五
㎝
）
、
厚

さ
八
分
（
約
二
・
五
㎝
）
と
規
定
さ
れ
て
お
り
（
神
事
供
御
料
条
）
、
現

し
ん
じ
く
ご
り
ょ
う

在
の
ま
な
板
と
は
か
な
り
形
態
の
異
な
る
、
調
理
専
用
の
机
と
で
も
称
す
べ

き
も
の
で
あ
る
。
一
二
世
紀
成
立
の
絵
巻
物
『
地
獄
草
紙
』
に
は
、
鬼
が
人

じ
ご
く
ぞ
う
し

を
解
体
す
る
凄
惨
な
場
面
に
巨
大
な
切
机
が
描
か
れ
て
い
る
。

中
取
（
中
取
机
と
も
）
も
や
は
り
机
の
一
種
。
同
じ
く
延
喜
木
工
寮
式
に

よ
る
と
、
こ
ち
ら
は
長
さ
が
九
尺
（
約
二
・
七
ｍ
）
も
あ
り
、
名
称
は
「
長

取
」
の
転
訛
と
の
説
も
あ
る
。
食
器
な
ど
を
載
せ
て
二
人
で
運
ぶ
台
と
し
て

使
用
し
た
と
い
う
。
薦
は
粗
く
織
っ
た
む
し
ろ
。
こ
の
場
合
は
切
机
や
中
取

の
下
に
敷
く
た
め
の
も
の
だ
ろ
う
か
。

裏
面
の
「
別
人
三
合
」
は
「
人
別
」
、
す
な
わ
ち
一
人
あ
た
り
三
合
と
い

う
意
味
。
物
品
名
は
わ
か
ら
な
い
が
、
「
合
」
と
い
う
単
位
は
米
な
ど
の
穀

物
や
酒
の
計
量
に
多
く
使
わ
れ
る
。
表
面
の
切
机
と
あ
わ
せ
る
と
、

は
何

63636363

ら
か
の
宴
会
に
伴
う
記
録
で
あ
る
可
能
性
も
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。
「
師
田

万
呂
」
は
こ
の
文
書
を
勘
検
し
た
人
物
の
自
署
で
、
他
の
部
分
と
は
筆
跡
が

異
な
る
。
サ
ラ
サ
ラ
と
勢
い
の
あ
る
書
き
ぶ
り
は
サ
イ
ン
に
相
応
し
い
。
な

お
、
活
字
の
釈
文
だ
け
見
て
い
る
と
思
わ
ず
「
も
ろ
た
の
ま
ろ
」
さ
ん
と
読

ん
で
し
ま
い
が
ち
だ
が
、
実
物
を
見
る
と
上
端
が
切
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
、
失
わ
れ
た
上
部
に
も
元
は
文
字
が
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
本
来

は
「
土
師
田
万
呂
」
（
土
師
が
姓
）
な
ど
と
書
か
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

は
じ
の
た
ま
ろ

Ｓ
Ｋ

Ｓ
Ｋ

Ｓ
Ｋ

Ｓ
Ｋ
八
二

八
二

八
二

八
二
〇〇 〇〇
出
土

出
土

出
土

出
土
のの のの
付
札

付
札

付
札

付
札
５５ ５５

64646464

(
一
三
次
、
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
土
。
宮
一
―
二
九
八
)

四
両

(
表
)
肥
後
国
恰
志
郡
調
綿
壱
伯
屯

養
老
七
年

(
裏
)

得
足

長
さ
二
四
三
㎜
・
幅
三
〇
㎜
・
厚
さ
七
㎜

〇
三
一
型
式

肥
後
国
恰
志
郡
（
今
の
熊
本
県
合
志
市
付
近
）
か
ら
調
と
し
て
納
め
ら

ひ
ご

か
わ
し

こ
う
し

ち
よ
う

れ
た
綿
の
荷
札
。
屯
は
梱
包
の
単
位
。
「
四
両
」
は

の
一
屯
が
大
四
両
（
＝

わ
た

と
ん

64646464

小
十
二
両
）
で
あ
る
こ
と
を
示
す
註
記
。
大
四
両
は
約
一
六
八
ｇ
に
相
当
す

る
の
で
、

の
貢
進
量
一
〇
〇
屯
は
約
一
六
・
八
㎏
と
な
る
。
養
老
七
年
は

64646464

七
二
三
年
。
裏
面
の
「
得
足
」
は
収
納
責
任
者
の
名
前
と
み
ら
れ
る
。

と
こ
た
り

Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
土
荷
札
の
年
紀
は
天
平
十
七
～
十
九
年
（
七
四
五
～
七
四

ね
ん
き

七
）
に
集
中
す
る
が
、

を
は
じ
め
と
す
る
調
綿
の
荷
札
の
年
紀
は
飛
び
抜

64646464

け
て
古
く
、
こ
れ
ら
の
綿
が
二
十
年
以
上
の
保
管
を
経
た
の
ち
に
消
費
さ
れ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
西
海
道
諸
国
の
調
庸
は
大
宰
府
に
納
め
ら
れ
、

さ
い
か
い
ど
う

だ
ざ
い
ふ

そ
こ
で
消
費
さ
れ
る
原
則
で
あ
っ
た
が
、
綿
の
み
は
例
外
的
に
一
部
が
京
進

さ
れ
た
（
詳
細
は

１１ １１
期
展
示

、
お
よ
び

２２ ２２
期
展
示

の
解
説
参
照
）
。

32323232

48484848

大
宰
府
を
通
じ
て
都
に
運
ば
れ
た
西
海
道
の
調
綿
の
荷
札
は
、
総
じ
て
細

く
端
正
な
筆
跡
の
も
の
が
多
い
。
そ
の
中
で
、

の
筆
跡
は
払
い
が
弱
く
、

64646464

全
体
に
や
や
ぽ
っ
て
り
と
し
た
印
象
を
受
け
る
。
七
㎜
と
い
う
厚
さ
と
も
相

ま
っ
て
、
何
と
も
言
え
な
い
愛
嬌
を
感
じ
さ
せ
る
木
簡
で
あ
る
。

な
お
、
日
本
で
木
綿
が
栽
培
・
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
中
世
以
降

と
さ
れ
て
お
り
、
奈
良
時
代
に
「
綿
」
と
言
え
ば
蚕
の
繭
か
ら
作
る
真
綿

か
い
こ

ま
ゆ

ま
わ
た

を
意
味
す
る
。

も
真
綿
の
荷
札
で
あ
ろ
う
。

64646464
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Ｓ
Ｋ

Ｓ
Ｋ

Ｓ
Ｋ

Ｓ
Ｋ
八
二

八
二

八
二

八
二
〇〇 〇〇
出
土

出
土

出
土

出
土
のの のの
付
札

付
札

付
札

付
札
６６ ６６

65656565

(
一
三
次
、
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
土
。
宮
一
―
四
六
八
)

鮒
卅
隻

長
さ
一
三
一
㎜
・
幅
二
七
㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
五
一
型
式

鮒
三
十
匹
の
付
札
。
「
隻
」
は
単
位
。
今
で
は
船
な
ど
に
し
か
使
わ
な
い

ふ
な

せ
き

｢
隻
」
だ
が
、
奈
良
時
代
に
は
魚
介
類
一
般
や
鶏
、
鼠
、
あ
る
い
は
釘
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
の
単
位
と
し
て
広
汎
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。

左
右
両
辺
の
削
り
は
丁
寧
で
、
厚
さ
も
四
㎜
と
充
分
。
濃
く
太
い
墨
痕
に
、

微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
の
「
鮒
」
や
、
大
胆
に
省
略
さ
れ
た
「
隻
」
の
字
形
な
ど
、

独
特
の
存
在
感
が
際
だ
つ
。

賦
役
令
調
絹

絮
条
に
は
調
雑
物
と
し
て
「
近
江
鮒
」
が
み
え
、
今
で

ぶ
や
く
り
よ
う

ち
ょ
う
ぞ
う
も
つ

お
う
み

も
滋
賀
県
の
鮒
寿
司
は
有
名
。

に
は
税
目
も
、
産
地
も
、
加
工
法
も
記
さ

65656565

れ
て
い
な
い
が
、
あ
る
い
は
近
江
国
か
ら
届
け
ら
れ
た
鮒
の
ナ
レ
ズ
シ
を
、

倉
庫
な
ど
で
保
管
す
る
際
に
荷
札
と
付
け
替
え
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
た

だ
、
「
隻
」
と
い
う
単
位
か
ら
は
、
切
り
身
な
ど
で
は
な
く
生
き
た
状
態
に

近
い
か
た
ち
を
保
っ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。

の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の
調
査

調
査

調
査

調
査
でで でで
出
土

出
土

出
土

出
土
し
た

し
た

し
た

し
た
付
札

付
札

付
札

付
札
９９ ９９

66666666

(
一
九
三
次
Ｅ
、
Ｓ
Ｄ
四
七
五
〇
出
土
。
京
二
―
二
一
七
〇
)

(
表
)
上
総
国
武
昌
郡
高
舎
里
荏
油

(
裏
)
四
升
八
合
和
銅
六
年
十
月

長
さ
一
四
四
㎜
・
幅
一
九
㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
三
二
型
式

長
屋
王
家
木
簡
。
上
総
国
武
昌
郡
高
舎
里
（
今
の
千
葉
県
山
武
市
付
近
）

な
が
や
お
う
け

か
ず
さ

む
さ

た
か
や

さ
ん
む

か
ら
納
め
ら
れ
た
「
荏
油
」
の
荷
札
。
荏
油
は
エ
ゴ
マ
油
の
こ
と
。
四
升

え
の
あ
ぶ
ら

八
合
は
今
の
二
升
二
合
弱
（
約
三
・
九
リ
ッ
ト
ル
）
に
相
当
。

奈
良
時
代
の
油
と
し
て
は
胡
麻
油
が
も
っ
と
も
一
般
的
で
、
単
に
「
油
」

と
い
え
ば
胡
麻
油
を
指
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
エ
ゴ
マ
油
の
よ
う
に

他
の
種
類
も
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
猪
な
ど
動
物
性
の
油
に
は

｢
脂
」
や
「
膏
」
の
字
を
当
て
た
。

律
令
で
は
、
荏
油
は
調
副
物
の
品
目
の
な
か
に
見
え
る
（
賦
役
令
調

ち
よ
う
そ
わ
つ
も
の

ぶ
や
く
り
よ
う

絹
絮
条
）
。
調
副
物
は
養
老
元
年
（
七
一
七
）
に
廃
止
さ
れ
中
男
作
物
に

ち
ゆ
う
な
ん
さ
く
も
つ

継
承
さ
れ
て
い
く
が
（
『
続
日
本
紀
』
同
年
十
一
月
戊
午
〈
二
十
二
日
〉
条
）
、

ぼ
ご

裏
面
の
年
紀
は
和
銅
六
年
（
七
一
三
）
で
あ
る
か
ら
、

は
調
副
物
と
し
て

66666666

納
め
ら
れ
た
荏
油
の
荷
札
で
あ
ろ
う
。

全
体
の
作
り
は
き
わ
め
て
丁
寧
で
あ
る
。
切
り
込
み
は
き
れ
い
な
三
角
形

を
呈
し
、
頭
部
は
角
を
落
と
し
て
圭
頭
状
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
右
側

け
い
と
う

が
落
と
し
き
れ
て
い
な
い
の
は
ご
愛
嬌
で
、
墨
痕
も
鮮
や
か
で
読
み
や
す
い

が
、
文
字
は
や
や
古
拙
な
雰
囲
気
を
た
た
え
て
い
る
。
特
に
裏
面
の
「
年
」

は
大
き
く
省
略
さ
れ
て
、
ほ
と
ん
ど
「
斤
」
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の
調
査

調
査

調
査

調
査
でで でで
出
土

出
土

出
土

出
土
し
た

し
た

し
た

し
た
付
札

付
札

付
札

付
札

67676767

10101010

(
四
一
次
、
Ｓ
Ｄ
三
七
一
五
出
土
。
宮
七
―
一
一
九
八
三
)

雑
魚

燭
長
さ
一
〇
六
㎜
・
幅
二
一
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
五
一
型
式

小
型
の
〇
五
一
型
式
（
＝
一
端
を
尖
ら
せ
る
）
の
付
札
。
品
目
は
雑
魚
の

ざ
こ

燭
。
「

燭
」
は
干
物
の
こ
と
。
干
物
を
表
す
言
葉
に
は
他
に
「
干
宍
（
脯
）
」

き
た
い

ほ
じ
し

や
「
楚
割
」
な
ど
が
あ
る
が
、
「
干
宍
」
は
鹿
な
ど
獣
肉
専
用
の
語
で
、
「
楚

す
わ
や
り

割
」
は
現
在
の
鮭
と
ば
の
よ
う
に
縦
長
に
細
く
切
っ
て
干
し
た
も
の
を
指
す
。

そ
の
た
め
、
「

燭
」
は
も
っ
と
も
一
般
的
に
干
物
の
意
味
で
用
い
ら
れ
た
と

考
え
ら
れ
、
鳥
獣
の
肉
な
ど
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。

｢
雑
魚
」
は
、
現
在
で
は
商
品
価
値
の
低
い
小
さ
な
魚
を
意
味
す
る
こ
と

が
多
い
が
、
古
代
の
「
雑
」
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
強

く
、
こ
こ
で
は
各
種
の
魚
の
干
物
の
取
り
合
わ
せ
を
指
し
て
い
る
と
み
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

左
右
対
称
に
き
れ
い
に
削
り
上
げ
ら
れ
、
持
つ
と
手
の
ひ
ら
に
刺
さ
っ
て
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し
ま
う
の
で
は
と
思
わ
せ
る
ほ
ど
、
鋭
く
尖
ら
せ
て
い
る
。
品
よ
く
上
端
に

寄
せ
て
書
か
れ
た
文
字
も
あ
く
な
く
整
っ
て
お
り
、
全
体
に
楚
々
と
し
た
雰

そ
そ

囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
る
。
出
土
位
置
か
ら
は
第
一
次
大
極
殿
院
の
跡
地
に

だ
い
ご
く
で
ん
い
ん

営
ま
れ
た
称
徳
天
皇
の
宮
殿
・
西
宮
の
食
卓
を
彩
っ
た
食
材
の
付
札
と
考

し
よ
う
と
く

え
ら
れ
る
が
、
な
る
ほ
ど
そ
れ
に
相
応
し
い
優
品
で
あ
る
。

の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の
調
査

調
査

調
査

調
査
でで でで
出
土

出
土

出
土

出
土
し
た

し
た

し
た

し
た
付
札

付
札

付
札

付
札

68686868

11111111

(
三
二
次
補
足
、
Ｓ
Ｄ
四
一
〇
〇
出
土
。
宮
六
―
九
〇
六
六
)

〔
調
ヵ
〕

(
表
)
无
位
田
邊
史
廣


進
続
労
銭
伍
佰
文

摂
津
国

「
勘
錦
織

(
裏
)

神
亀
五
年
九
月
五
日

住
吉
郡

秋
庭
」

長
さ
一
七
二
㎜
・
幅
三
二
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
三
二
型
式

田
辺
史
広
調
の
続
労
銭
の
付
札
。
続
労
銭
は
資
銭
と
も
言
い
、
定

た
な
べ
の
ふ
ひ
と
ひ
ろ
つ
き

し
ょ
く
ろ
う
せ
ん

し
せ
ん

員
オ
ー
バ
ー
で
官
職
に
就
け
な
か
っ
た
六
位
以
下
の
官
人
や
位
子
（
六
～
八

い
し

位
の
官
人
の
嫡
子
）
な
ど
が
納
め
る
銭
の
こ
と
。
位
階
昇
進
判
定
の
対
象

ち
ゃ
く
し

と
な
る
資
格
（
「
考
」
＝
毎
年
の
勤
務
評
定
）
を
つ
な
ぐ
、
文
字
通
り
「
労
」

こ
う

を
「
続
」
ぐ
た
め
の
「
銭
」
で
あ
る
。
金
額
は
「
伍
佰
文
」
で
、
類
例
（
宮

つ
ご
ひ
ゃ
く
も
ん

六
―
九
〇
五
八
～
九
〇
六
三
・
九
〇
六
五
・
九
〇
六
七
～
九
〇
六
九
な
ど
）

か
ら
も
五
百
文
が
定
額
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

裏
面
の
「
勘
」
は
こ
の
続
労
銭
を
検
査
し
収
納
す
る
の
意
で
、
錦
織
秋
庭

に
し
ご
り
の
あ
き
に
わ

は
そ
の
責
任
者
。
「
勘
錦
織
秋
庭
」
の
部
分
は
銭
を
収
納
し
た
際
に
秋
庭
自

身
が
追
記
し
た
も
の
で
、
そ
の
た
め
他
の
部
分
と
は
筆
跡
が
異
な
る
。
裏
面

上
端
の
「
摂
津
国
住
吉
郡
」
（
今
の
大
阪
市
住
吉
区
・
東
住
吉
区
な
ど
を
中

せ
っ
つ

す
み
よ
し

心
と
す
る
地
域
）
は
、
田
辺
広
調
の
本
貫
地
（
本
籍
地
）
。
続
労
銭
の
付
札

ほ
ん
が
ん
ち

の
う
ち
、
納
銭
者
の
本
貫
地
が
記
載
さ
れ
る
の
は

の
み
で
あ
る
。
神
亀
五

68686868

年
は
七
二
八
年
。
上
端
に
施
さ
れ
た
深
く
鋭
い
切
り
込
み
は
よ
く
残
る
が
、

全
体
に
や
や
痛
み
が
目
立
ち
、
材
が
や
せ
て
木
目
が
浮
き
上
が
っ
て
い
る
。

の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の
調
査

調
査

調
査

調
査
でで でで
出
土

出
土

出
土

出
土
し
た

し
た

し
た

し
た
付
札

付
札

付
札

付
札

69696969

12121212

(
三
二
次
補
足
、
Ｓ
Ｄ
四
一
〇
〇
出
土
。
宮
四
―
四
六
六
三
)

嶋
郷


部



万
呂

(
表
)
若
狭
国
遠
敷
郡

塩
一
斗

〔
四
年
ヵ
〕

(
裏
)

景
雲







長
さ
一
六
四
㎜
・
幅
三
四
㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
三
一
型
式

若
狭
国
遠
敷
郡
嶋
郷
（
『
和
名
抄
』
の
若
狭
国
遠
敷
郡
志
摩
郷
。
今
の

わ
か
さ

お
に
ゆ
う

し
ま

わ
み
よ
う
し
よ
う

福
井
県
小
浜
市
内
外
海
島
付
近
か
）
か
ら
届
け
ら
れ
た
塩
の
荷
札
。
若
狭

う
ち
と
み

国
は
塩
の
貢
進
国
と
し
て
名
高
い
。
税
目
の
記
載
は
な
い
が
、
類
例
か
ら
み

て
調
と
し
て
納
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
調
塩
の
一
人
あ
た
り
の
貢
進

ち
よ
う

量
は
三
斗
（
今
の
一
斗
三
升
五
合
、
約
二
四
リ
ッ
ト
ル
）
と
規
定
さ
れ
て
い

る
（
賦
役
令
調
絹

絮
条
）
が
、
荷
札
に
は
、

の
よ
う
に
一
斗
単
位
の
も

ぶ
や
く
り
よ
う

69696969

の
、
あ
る
い
は
二
斗
を
単
位
と
す
る
も
の
も
あ
る
。

は
奈
良
時
代
末
の
式
部
省
の
多
数
の
考
選
木
簡
と
と
も
に
見
つ
か
っ

し
き
ぶ

69696969

た
。
保
存
処
理
後
の
再
釈
読
の
結
果
、
裏
面
に
年
紀
の
墨
書
が
確
認
さ
れ
、

神
護
景
雲
四
年
（
七
七
〇
）
の
木
簡
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

Ｓ
Ｋ

Ｓ
Ｋ

Ｓ
Ｋ

Ｓ
Ｋ
八
二

八
二

八
二

八
二
〇〇 〇〇
出
土

出
土

出
土

出
土
のの のの
習
書
木
簡

習
書
木
簡

習
書
木
簡

習
書
木
簡
３３ ３３

70707070

(
一
三
次
、
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
土
。
宮
一
―
五
七
二
)

(
表
)
謂
謂
謂
謂
謂
謂
謂
謂
謂




〔
申
ヵ
〕

(
右
側
面
)

申
甲
甲
申
申


見
見


大
大
大
大
大
大




〔
本
ヵ
〕

(
裏
)
神
主


主



乙
麻
呂



神
神
知
知
知
知



我
我
我

〔
知
ヵ
〕

長
さ
(
一
七
五
)
㎜
・
幅
三
一
㎜
・
厚
さ
二
四
㎜

〇
六
五
型
式
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不
整
形
の
角
材
の
三
面
に
墨
書
が
あ
る
習
書
木
簡
。
表
面
に
「
謂
」
、
右

側
面
に
「
申
」
「
甲
」
「
見
」
「
大
」
、
裏
面
に
「
神
」
「
主
」
「
知
」
「
我
」
な

ど
を
記
す
（
表
・
裏
は
面
を
特
定
す
る
た
め
に
仮
に
定
め
た
も
の
）
。

習
書
の
意
図
を
考
え
る
た
め
の
意
味
の
ま
と
ま
り
を
見
出
す
と
す
れ
ば
、

｢
神
主
」
（
職
掌
ま
た
は
人
名
）
、
「
乙
麻
呂
」
（
人
名
）
く
ら
い
で
あ
る
。
字

形
と
い
う
点
で
は
、
「
申
」
は
「
神
」
の
旁
で
「
甲
」
と
字
形
が
類
似
し
、

つ
く
り

ま
た
、
「
我
」
は
「
禾
」
に
「
戈
」
を
並
べ
る
字
形
な
の
で
、
「
神
」
の
示
偏

し
め
す
へ
ん

と
の
共
通
性
を
認
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
（
ノ
木
偏
・
示
偏
・
牛
偏
の
字

の
ぎ
へ
ん

形
は
通
用
す
る
）
。
な
お
、
「
謂
」
は
習
書
で
は
あ
ま
り
見
か
け
な
い
文
字
で
、

｢
…
…
ト
ハ
、
謂
フ
コ
コ
ロ
…
…
」
と
い
う
形
で
法
律
書
な
ど
の
語
釈
に
用

い
る
語
。
筆
者
が
法
律
や
典
籍
に
通
じ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
を
思
わ
せ
る
が
、

習
書
の
意
図
の
解
明
は
な
か
な
か
難
し
い
。

の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の
調
査

調
査

調
査

調
査
でで でで
出
土

出
土

出
土

出
土
し
た

し
た

し
た

し
た
習
書
木
簡

習
書
木
簡

習
書
木
簡

習
書
木
簡
９９ ９９

71717171

(
一
九
三
次
Ｅ
、
Ｓ
Ｄ
四
七
五
〇
出
土
。
京
一
―
五
七
四
)



(
表
)

末
主
使
末
主
使
末
主
使
足
人
人
箭

足
之
足
前

使
拾

拾
拾

道
足
人

(
裏
)
法


耕

耕
耕

耕
私
我
我
我

耕
耕
耕
耕
耕













長
さ
二
〇
四
㎜
・
幅
(
二
〇
)
㎜
・
厚
さ
二
㎜

〇
一
一
型
式

完
形
の
習
書
木
簡
。
但
し
、
文
字
の
切
れ
て
い
る
部
分
が
あ
り
、
木
簡
を

削
っ
て
習
書
に
用
い
た
後
、
さ
ら
に
二
次
的
に
整
形
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

表
面
に
く
り
返
し
書
か
れ
る
「
末
主
使
」
は
、
語
順
が
転
倒
し
て
い
る
が
、

氏
族
名
「
末
使
主
」
と
み
ら
れ
る
（
末
が
ウ
ジ
名
、
使
主
が
姓
。
「
使

す
え
の
お
み

か
ば
ね

主
」
は
敬
称
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
主
に
渡
来
系
の
氏
族
で
姓
の

表
記
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
）
。
「
末
主
使
足
人
」
と
連
続
し
て
書
か
れ
た

部
分
が
あ
り
、
し
か
も
「
足
」
と
「
人
」
の
ま
と
ま
り
が
複
数
見
ら
れ
る
か

ら
、
「
末
主
使
足
人
（
ま
た
は
人
足
）
」
と
い
う
人
名
が
念
頭
に
あ
る
習
書

た
る
ひ
と

ひ
と
た
り

と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
「
前
」
は
「
箭
」
の
部
品
で
は
あ
る
が
、
表
面
下

端
の
「
人
足
前
」
は
七
世
紀
に
見
ら
れ
る
「
某
前
に
白
（
申
）
す
」
書
式
の

文
書
木
簡
（
い
わ
ゆ
る
前
白
木
簡
）
を
想
起
さ
せ
る
。

末
氏
の
ウ
ジ
名
は
須
恵
器
生
産
で
名
高
い
和
泉
国
の
陶
邑
の
地
名
に
基

す
え
き

い
ず
み

す
え
む
ら

づ
く
と
み
ら
れ
る
。『
新
撰
姓
氏
録
』
に
は
、
山
城
国
に
本
拠
地
を
も
つ
百
済

し
ん
せ
ん
し
よ
う
じ
ろ
く

や
ま
し
ろ

く
だ
ら

系
の
末
使
主
と
、
和
泉
国
に
本
拠
地
を
も
つ
彦
稲
勝
命
と
い
う
神
の

ひ
こ
い
な
か
つ
の
み
こ
と

後
裔
と
称
す
る
末
使
主
が
見
え
る
。
こ
の
う
ち
山
城
国
の
末
使
主
は
、
山

こ
う
え
い

城
国
紀
伊
郡
を
本
拠
地
と
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
『
続
日
本
後
紀
』

承
和
十
一
年
〈
八
四
四
〉
十
二
月
丙
戌
〈
八
日
〉
条
）
。

を
含
む
長
屋

へ
い
じ
ゆ
つ

71717171

王
家
木
簡
に
は
山
背
国
紀
伊
郡
の
封
戸
か
ら
の
可
能
性
の
あ
る
米
の
荷
札
が

複
数
あ
り
（
京
一
―
一
二
九
、
城
二
七
―
一
八
頁
上
）
、
長
屋
王
家
と
の
密

接
な
つ
な
が
り
が
う
か
が
え
る
の
で
、

の
存
在
は
た
い
へ
ん
興
味
深
い
。

71717171

の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の
調
査

調
査

調
査

調
査
でで でで
出
土

出
土

出
土

出
土
し
た

し
た

し
た

し
た
習
書
木
簡

習
書
木
簡

習
書
木
簡

習
書
木
簡

72727272

10101010

(
三
九
次
、
Ｓ
Ｄ
四
九
五
一
出
土
。
宮
三
―
三
〇
二
八
)

(
表
１
)

〔
相
ヵ

〕


躓

噪
薊

綯
粲
門


躁

躁
綯
粃

謦
呉



拔
拔

拔
拔

〔
伍
ヵ

〕
瓜

〔
陸
ヵ

〕


陸
域
捌
仇
拾
陸



陸

奥
国
裳
上
郡
裳

〔
縛
ヵ

〕

纜
糒


餉
酵

嘘
拔


滷

演

(
表
２
)
〔
男
ヵ

〕



智



浮
虜
虜

道

道
道



( 12 )

(
裏
１
)

稼
絹
繒
膣
練
綾
肅
組

〔
ヵ
〕

専

紐



縄

〔
紐
綱
ヵ

〕

綫
姙

稼
絹
繒
綾
膣
緬
練
組



綿


縄


縄

専
専

専

綫
姙

綫
稼

絹
絶
繒
膣
緬
綾
組

纊
綿

組



絹
繒
緬
膣
綾


専
専

専
専

(
裏
２
)






浮
虜
奈



支

布
帯
布





（
表
裏
と
も
１
・
２
は
重
ね
書
き
）

長
さ

(
三

三
二

)
㎜

・
幅

五
六

㎜
・

厚
さ

四
㎜

〇
八

一
型

式

大
型
の
習
書
木
簡
。
上
下
両
端
が
折
れ
て
お
り
、
五
㎝
を
超
え
る
幅
か
ら

考
え
て
も
、

２２ ２２
期
展
示

・
の
よ
う
に
、
大
型
の
文
書
木
簡
を
習
書
木
簡

54545454

56565656

に
転
用
し
た
事
例
で
あ
ろ
う
。

両
面
と
も
、
淡
い
墨
色
の
文
字
（
釈
文
２
）
の
上
に
、
濃
い
墨
色
の
文
字

（
釈
文
１
）
を
重
書
し
て
い
る
。
淡
い
部
分
に
は
表
裏
と
も
「
浮
虜
」
の
語

が
見
え
、
一
連
の
習
書
と
み
ら
れ
る
。
濃
い
部
分
は
、
表
面
に
は
草
冠

く
さ
か
ん
む
り

の
文
字
と
大
字
の
数
字
を
、
裏
面
に
は
糸
偏
の
文
字
を
次
々
に
び
っ
し
り

だ
い
じ

い
と
へ
ん

と
記
し
て
い
る
。
冠
や
偏
を
固
定
し
た
ま
ま
、
思
い
つ
く
ま
ま
に
同
じ
部
首

の
文
字
を
書
き
記
し
て
い
る
と
い
う
風
情
で
、
同
じ
文
字
も
登
場
す
る
が
、

同
じ
文
字
が
連
続
す
る
部
分
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
か
な
り
注
意
深
く
書
い
て

い
る
様
子
が
わ
か
る
。
中
に
は
意
味
不
詳
の
文
字
も
あ
り
、
書
く
順
番
に
も

特
に
規
則
性
は
見
出
せ
な
い
。
表
面
の
大
字
の
数
字
を
書
い
た
部
分
に
は
、

「
玖
」
（
＝
九
）
と
あ
る
べ
き
文
字
を
「
仇
」
と
し
て
い
る
な
ど
の
誤
字
も

認
め
ら
れ
る
の
で
、
筆
者
の
思
い
込
み
に
よ
る
文
字
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

そ
の
中
で
「
陸
奥
国
裳
上
郡
」
だ
け
は
、
明
ら
か
に
意
味
的
な
ま
と
ま
り

を
も
つ
。
大
字
の
数
字
「
陸
」
（
＝
六
）
と
の
連
関
も
う
か
が
え
る
が
、
あ

る
い
は
習
書
以
前
の
元
の
木
簡
の
記
載
内
容
に
関
係
す
る
か
も
知
れ
な
い
。

な
お
、
裳
上
郡
（
出
羽
国
最
上
郡
）
は
、
元
陸
奥
国
に
属
し
た
が
、
和
銅
五

も
が
み

で
わ

む
つ

年
（
七
一
二
）
十
月
に
置
賜
郡
と
と
も
に
出
羽
国
に
移
管
に
な
っ
た
（
『
続

お
き
た
ま

日
本
紀
』
同
月
丁
酉
朔
条
）
。
従
っ
て
、
内
容
的
に
は

は
平
城
遷
都
当
初

て
い
ゆ
う

72727272

の
時
期
の
も
の
と
み
ら
れ
る
。

の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の
調
査

調
査

調
査

調
査
でで でで
出
土

出
土

出
土

出
土
し
た

し
た

し
た

し
た
習
書
木
簡

習
書
木
簡

習
書
木
簡

習
書
木
簡

73737373

11111111

(
三

二
次

補
足

、
Ｓ

Ｄ
四

一
〇

〇
出

土
。

宮
四

―
四

六
九

一
)

〔
清

清
ヵ
〕

清
清

(
表
)

清



清













〔
陸

陸
ヵ
〕


「





」
（

重
ね

書
き

・
天

地
逆

）

｢



」
（

重
ね

書
き

）

〔
紀
紀
ヵ
〕

(
裏
)

銀
銀

銀
銀

銀
銀








紀



「



」
（

重
ね

書
き

）

長
さ

(
二

七
四

)
㎜

・
幅

一
八

㎜
・

厚
さ

五
㎜

〇
八

一
型

式

比
較
的
細
い
材
の
両
面
に
習
書
し
た
木
簡
。
上
下
両
端
は
折
れ
て
い
る
が
、

左
右
両
辺
は
原
形
を
保
っ
て
い
る
の
で
、
本
来
は
も
っ
と
細
長
か
っ
た
材
を
、

こ
の
幅
に
加
工
し
て
か
ら
習
書
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

木
簡
の
劣
化
と
重
ね
書
き
の
た
め
充
分
に
は
読
み
取
れ
な
い
が
、
両
面
に

木
簡
の
幅
一
杯
に
文
字
を
書
き
記
し
て
い
る
。
表
面
に
は
「
清
」
、
裏
面
に

は
「
紀
」
、
及
び
上
下
逆
向
き
に
「
銀
」
を
何
度
も
書
い
て
い
る
。
文
字
と

し
て
は
裏
面
上
端
の
上
下
逆
さ
ま
に
書
か
れ
た
「
銀
」
が
最
も
整
っ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
文
字
を
書
い
た
順
序
の
判
断
は
難
し
い
。

こ
れ
だ
け
重
ね
て
書
い
て
し
ま
っ
た
ら
、
ど
う
い
う
文
字
を
書
い
て
い
る

か
、
書
い
た
本
人
に
も
わ
か
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
い
か
が
で

あ
ろ
う
か
。
文
字
の
練
習
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
筆
慣
ら
し
と
い
っ
た
方

が
妥
当
か
も
知
れ
な
い
。
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の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の

の
ち
の
調
査

調
査

調
査

調
査
でで でで
出
土

出
土

出
土

出
土
し
た

し
た

し
た

し
た
習
書
木
簡

習
書
木
簡

習
書
木
簡

習
書
木
簡

74747474

12121212

(
一

九
三

次
Ｅ

、
Ｓ

Ｄ
四

七
五

〇
出

土
。

京
一

―
五

七
二

)

〔
廿
六
ヵ
〕

(
側
面
)






柱
国



為
為
令
林



〔

ヵ
役〕

(
底
面
)
都

聚
聚

為
為

為



散

都

銭
銭

銭
銭


郡

｢
木
木
入
入
｣
（
重
ね
書
き
)

惟
惟
惟

都

是
尓


尚

時
惟

〔

当〕

〔
惟
ヵ

〕
〔
惟
ヵ
〕

(
側
面
)












長
さ

(
二

五
三

)
㎜

・
幅

四
七

㎜
・

厚
さ

(
三

九
)
㎜

〇
六

一
型

式

壊
れ
た
文
書
箱
の
身
の
部
分
の
あ
ち
こ
ち
に
習
書
し
た
木
簡
。
木
簡
の

も
ん
じ
よ
ば
こ

み

イ
メ
ー
ジ
か
ら
は
程
遠
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
発
掘
で
見
つ
か
る
墨
書
の
あ

る
木
片
と
い
う
定
義
に
従
え
ば
、

も
立
派
な
木
簡
で
あ
る
。
手
近
の
木
片

74747474

は
、
筆
者
の
意
識
次
第
で
す
ぐ
さ
ま
木
簡
に
早
変
わ
り
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
文
書
箱
は
、
地
方
か
ら
進
上
す
る
公
式
文
書
の
巻
物
を
収
め
る

の
に
用
い
ら
れ
、
宛
先
や
差
し
出
し
な
ど
の
上
書
き
が
書
か
れ
る
こ
と
も
多

い
。
文
書
箱
と
し
て
の
再
利
用
は
せ
ず
、
ま
た
加
工
が
施
さ
れ
て
い
る
た
め

木
簡
と
し
て
の
二
次
利
用
も
し
に
く
い
。
し
か
し
、
役
人
の
身
近
に
あ
り
な

が
ら
早
晩
捨
て
ら
れ
る
運
命
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
こ
う
し
た
木
製
品
は
、
余

白
が
充
分
に
あ
る
と
い
う
点
で
は
格
好
の
習
書
媒
体
に
な
る
。

も
そ
の
一

74747474

例
で
あ
る
。

最
も
多
数
の
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
の
が
本
来
の
文
書
箱
の
底
面
で
、

｢
惟
」
「
銭
」
な
ど
の
文
字
を
丁
寧
に
書
い
て
い
る
。

で
は
意
味
的
な
ま
と

74747474

ま
り
を
見
出
す
の
は
難
し
い
が
、
元
々
文
書
箱
の
上
書
き
に
書
か
れ
て
い
た

文
字
を
見
て
習
書
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
注
意
深
く
読
ん
で
い
く
と
思
わ

ぬ
情
報
の
宝
庫
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
「
郡
」
「
散
」
な
ど
は
、
郡
の
下
級
役

人
で
あ
る
「
郡
散
仕
」
を
想
起
さ
せ
る
し
、
「
惟
時
」
は
「
こ
れ
と
き
」
と

ぐ
ん
さ
ん
じ

い
う
名
か
も
知
れ
な
い
。
な
お
、
「
柱
国
」
は
唐
の
勲
官
の
一
つ
で
、
上

ち
ゆ
う
こ
く

く
ん
か
ん

か
ら
二
番
目
に
あ
た
る
も
の
。
習
書
の
筆
者
が
役
人
と
し
て
も
つ
知
識
が
う

か
が
え
る
。

ⅢⅢ ⅢⅢ
広広 広広 が

るがる
が
る

が
る
木
簡
学

木
簡
学

木
簡
学

木
簡
学

租
税

租
税

租
税

租
税
のの のの
実
態

実
態

実
態

実
態
をを をを
明明 明明
ら
か
に
し
た

ら
か
に
し
た

ら
か
に
し
た

ら
か
に
し
た
木
簡

木
簡

木
簡

木
簡
５５ ５５

81818181

(
一

三
次

、
Ｓ

Ｋ
八

二
〇

出
土

。
宮

一
―

四
〇

四
)

武
蔵
国
男
衾
郡
余
戸
里
大
贄

敷
一
斗
天
平
十
八
年
十
一
月

長
さ

一
八

〇
㎜

・
幅

二
四

㎜
・

厚
さ

六
㎜

〇
三

二
型

式

武
蔵
国
男
衾
郡
（
今
の
埼
玉
県
深
谷
市
・
大
里
郡
・
比
企
郡
地
域
）
の

む
さ
し

お
ぶ
す
ま

余
戸
里
か
ら
、
贄
と
し
て
届
け
ら
れ
た

敷
の
荷
札
。
表
面
を
や
や
甲
盛
り

あ
ま
る
べ

に
え

く
き

こ
う
も

に
削
り
、
比
較
的
浅
い
切
り
込
み
と
上
下
両
端
を
丸
く
削
り
出
す
独
特
の
形

状
を
と
る
。

敷
は
大
豆
を
原
料
と
す
る
調
味
料
の
一
種
で
、
固
形
状
の
な
め
味
噌
の
類

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
武
蔵
国
と
相
模
国
か
ら
貢
進
さ
れ
た
こ

さ
が
み

と
が
荷
札
か
ら
わ
か
る
ほ
か
、
大
膳
職
の
主
醤
が
雑
醤
・

敷
・
未
醤
等
の

だ
い
ぜ
ん
し
き

し
ゅ
し
ょ
う

製
造
を
担
当
し
て
お
り
、
宮
内
で
も
製
造
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
延
喜
大
膳

職
式
下
に
は
大
豆
と
海
藻
を
材
料
と
す
る
こ
と
が
み
え
る
。
贄
と
し
て
貢
進

さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
正
倉
院
文
書
に
よ
り
未
醤
よ
り
も
高
価
で
あ
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
か
ら
、
高
級
調
味
料
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

Ｓ
Ｋ
八
二
〇
か
ら
は
、
前
年
天
平
十
七
年
の
年
紀
を
も
ち
、
同
じ
く

敷
一

斗
を
贄
と
し
て
貢
進
し
た
武
蔵
国
秩
父
郡
か
ら
の
荷
札
も
出
土
し
て
い
る

ち
ち
ぶ

(
宮
一
―
四
〇
六
）
が
、
こ
れ
以
外
の

敷
の
荷
札
は
い
ず
れ
も
国
名
＋

敷
＋

数
量
と
い
う
簡
略
な
書
式
の
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

な
お
、
「
大
贄
」
は
比
較
的
古
い
木
簡
に
多
く
用
い
ら
れ
る
贄
の
表
記
で
、

お
お
に
え
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ほ
ぼ
天
平
年
間
頃
を
さ
か
い
に
「
御
贄
」
に
表
記
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
知

み
に
え

ら
れ
て
い
る
。

は
最
も
遅
く
ま
で
「
大
贄
」
表
記
が
残
る
木
簡
の
ひ
と
つ

81818181

で
あ
る
。

租
税

租
税

租
税

租
税
のの のの
実
態

実
態

実
態

実
態
をを をを
明明 明明
ら
か
に
し
た

ら
か
に
し
た

ら
か
に
し
た

ら
か
に
し
た
木
簡

木
簡

木
簡

木
簡
６６ ６６

82828282

(
一

三
次

、
Ｓ

Ｋ
八

二
〇

出
土

。
宮

一
―

三
五

七
)

(
表
)
越
中
国
羽
咋
郡
中
男
作
物
鯖
壱
伯
隻

廣
椅

(
裏
)

天
平
十
八
年

｢
大
庭
」

長
さ

二
九

〇
㎜

・
幅

三
七

㎜
・

厚
さ

六
㎜

〇
三

一
型

式

越
中
国
羽
咋
郡
（
今
の
石
川
県
羽
咋
市
）
か
ら
中

男
作
物
と
し
て

え
つ
ち
ゆ
う

は
く
い

ち
ゅ

う
な

ん
さ

く
も

つ

届
け
ら
れ
た
鯖
の
荷
札
。
壱
百
隻
（
「
隻
」
は
こ
こ
で
は
鯖
の
単
位
。
一
〇

さ
ば

せ
き

〇
尾
）
は
鯖
の
数
量
。
天

平
十
八
年
は
七
四
六
年
。

て
ん

ぴ
ょ

う

中
男
作
物
は
、
中
男
（
十
七
～
二
十
歳
の
男
子
）
が
収
め
る
税
目
で
、
養

老
元
年
（
七
一
七
）
に
そ
れ
ま
で
の
中
男
の
調
と
、
正
丁
（
二
十
一
～
六

せ
い
て
い

十
歳
の
男
子
）
の
調
副
物
を
統
合
し
て
成
立
し
た
。
調
と
は
異
な
り
個
人

ち
ょ
う
そ
わ
つ
も
の

名
は
記
さ
な
い
。
こ
う
し
た
荷
札
の
特
徴
や
調
副
物
の
性
格
を
引
き
継
ぐ
点

な
ど
か
ら
、
中
男
作
物
は
中
男
の
集
団
的
な
労
働
に
よ
る
産
物
を
収
取
す
る

も
の
で
、
贄
に
近
い
性
格
を
も
つ
と
い
わ
れ
る
。

羽
咋
郡
は
も
と
越
前
国
に
属
し
、
養
老
二
年
（
七
一
八
）
に
能
登
郡
・

え
ち
ぜ
ん

よ
う
ろ
う

の
と

鳳
至
郡
・
珠
洲
郡
と
と
も
に
能
登
国
と
し
て
分
立
し
た
（
『
続
日
本
紀
』
同

ふ
げ
し

す
ず

年
五
月
乙
未
〈
二
日
〉
条
）
。
そ
の
後
、
天
平
十
三
年
（
七
四
一
）
に
廃
国

い
つ
び

と
な
り
（
『
続
日
本
紀
』
同
年
十
二
月
丙
戌
〈
十
日
〉
条
）
、
な
ぜ
か
元
の

へ
い
じ
ゆ
つ

管
国
の
越
前
国
で
は
な
く
越
中
国
に
移
管
さ
れ
、
天
平
宝
字
元
年
（
七
五
七
）

に
再
び
能
登
国
と
し
て
分
立
し
た
（
『
続
日
本
紀
』
同
年
五
月
乙
卯
〈
八
日
〉

い
つ
ぼ
う

条
）
。

は
ち
ょ
う
ど
こ
の
越
中
国
所
管
時
期
の
も
の
で
あ
る
。
『
延
喜
式
』

え
ん
ぎ
し
き

82828282

で
は
越
中
国
の
中
男
作
物
に
鯖
は
見
え
な
い
が
能
登
国
に
は
見
え
て
お
り
、

ま
た
、
能
登
鯖
と
も
呼
ば
れ
て
珍
重
さ
れ
た
（
主
計
寮
式
上
越
中
国
条
・

し
ゆ
け
い
り
よ
う

能
登
国
条
、
内
膳
司
式
供
御
月
料
条
、
主
膳
監
式
月
料
条
）
。

な
い
ぜ
ん
し

し
ゆ
ぜ
ん
げ
ん

裏
面
の
人
名
は
貢
進
責
任
者
か
。
但
し
、
「
大
庭
」
は
筆
が
異
な
る
ら
し

い
。
な
お
、
「
庭
」
は
、
「
壬
」
の
部
分
を
「
手
」
に
つ
く
り
、
ま
た
、
麻
垂

ま
だ
れ

で
な
く
延
繞
の
文
字
と
す
る
、
古
代
に
広
く
用
い
ら
れ
た
異
体
字
で
書
か

え
ん
に
よ
う

い
た
い
じ

れ
て
い
る
。

土
器

土
器

土
器

土
器
のの のの
年
代
観

年
代
観

年
代
観

年
代
観
のの のの
決決 決決
めめ めめ
手手 手手
と
な
っ
た

と
な
っ
た

と
な
っ
た

と
な
っ
た
木
簡

木
簡

木
簡

木
簡
３３ ３３

83838383

(
一

三
次

、
Ｓ

Ｋ
八

二
〇

出
土

。
宮

一
―

四
五

六
)

天
平
十
九
年
七
月
廿
三
日

長
さ

九
五

㎜
・

幅
一

四
㎜

・
厚

さ
三

㎜
〇

三
二

型
式

片
面
に
「
天
平
十
九
年
七
月
廿
三
日
」
と
い
う
年
紀
だ
け
が
書
か
れ
た
小

型
の
付
札
。
こ
れ
は
、
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
土
木
簡
の
な
か
で
は
最
も
新
し
い
日

付
で
、
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
が
埋
め
ら
れ
た
時
期
を
考
え
る
大
事
な
手
が
か
り
と
な

る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
が
埋
立
時
期
の
上
限
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
実
際
に

は
、
こ
の
木
簡
が
廃
棄
さ
れ
る
ま
で
の
タ
イ
ム
ラ
グ
を
考
慮
し
た
上
で
、
こ

れ
を
そ
れ
ほ
ど
遠
く
隔
た
ら
な
い
時
期
、
つ
ま
り
天
平
十
九
年
後
半
を
想
定

し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

木
簡
の
年
紀
か
ら
廃
棄
ま
で
の
期
間
は
木
簡
に
よ
っ
て
異
な
る
。
文
書
木

簡
の
場
合
は
、
一
年
と
い
う
サ
イ
ク
ル
が
考
え
ら
れ
る
が
、
荷
札
木
簡
の
場

合
は
品
物
に
よ
っ
て
保
管
期
間
が
異
な
る
。
海
産
物
の
よ
う
に
腐
蝕
し
や
す

い
も
の
ほ
ど
保
管
期
間
は
短
く
な
る
は
ず
で
あ
る
。

そ
れ
で
は

の
場
合
は
ど
う
か
。
し
い
て
考
え
れ
ば
製
造
年
月
日
の
よ

83838383

う
な
記
載
も
想
定
可
能
だ
が
、
年
紀
の
み
が
書
か
れ
た
付
札
状
の
木
簡
と
い

う
の
は
例
が
な
い
。
墨
痕
は
残
ら
な
い
が
、
本
来
は
反
対
面
に
貢
進
主
体
と

品
目
・
数
量
な
ど
が
書
か
れ
て
い
た
と
み
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。
一
〇
㎝
弱

と
荷
札
と
し
て
は
ご
く
小
型
だ
が
、
類
例
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
う
な

る
と
次
は
ど
こ
の
国
の
荷
札
の
可
能
性
が
あ
る
か
だ
が
、
木
簡
を
読
む

１１ １１
（
第

１１ １１
期
解
説
シ
ー
ト
）
で
想
定
し
た
よ
う
な
、

１１ １１
期
展
示

＝
若
狭
国
の
荷
札

30303030
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説
の
よ
う
に
は
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
。

し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
難
解
な
部
分
に
こ
そ
、
研
究
の
進
展
の
余
地
と
、

な
に
よ
り
も
学
問
の
醍
醐
味
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
展
示
を
ご
覧
に
な
ら
れ
た

み
な
さ
ん
も
、
是
非
こ
の
謎
に
挑
戦
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。
木
簡
学

は
今
も
発
展
し
続
け
て
い
る
の
だ
か
ら
。

【【 【【
木

簡
木

簡
木

簡
木

簡
がが がが

見見 見見
つ

か
っ

た
つ

か
っ

た
つ

か
っ

た
つ

か
っ

た
遺

構
遺

構
遺

構
遺

構
】】 】】

Ｓ
Ｋ

Ｓ
Ｋ

Ｓ
Ｋ

Ｓ
Ｋ
二

一
九

二
一

九
二

一
九

二
一

九
（
展
示
番
号

）
重

要
文

化
財

一
九
六
一
年

3333

平
城
宮
中
央
区
の
第
一
次
大
極
殿
院
の
跡
地
に
建
て
ら
れ
た
西
宮
の
北
側
に
展
開

す
る
役
所
の
ゴ
ミ
捨
て
穴
。
東
西
三
ｍ
、
南
北
三
・
五
ｍ
、
深
さ
一
ｍ
の
北
半
部
と
、

東
西
三
ｍ
、
南
北
二
・
五
ｍ
、
深
さ
一
ｍ
の
南
半
部
と
か
ら
な
る
。
平
城
宮
跡
最
初

の
木
簡
出
土
地
と
し
て
名
高
い
。
天
平
宝
字
末
年
頃
（
七
六
〇
年
代
前
半
）
の
遺
物

を
中
心
と
す
る
。
こ
の
遺
構
出
土
の
木
簡
群
は
、
同
じ
役
所
内
の
井
戸
Ｓ
Ｅ
三
一
一

出
土
木
簡
二
点
と
と
も
に
、
平
城
宮
跡
大
膳
職
推
定
地
出
土
木
簡
と
し
て
、
二
〇

だ
い
ぜ
ん
し
き

〇
三
年
に
木
簡
で
は
初
め
て
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
（
計
三
九
点
〈
う
ち
削
屑

一
六
点
〉
）
。

Ｓ
Ｋ

Ｓ
Ｋ

Ｓ
Ｋ

Ｓ
Ｋ

八
二

八
二

八
二

八
二

〇〇 〇〇
(
展
示
番
号

～
、

、
、

、
、

、
、

～
)

14141414

18181818

23232323

26262626

59595959

64646464

65656565

70707070

81818181

83838383

重
要

文
化

財
一
九
六
三
年

内
裏
の
北
東
に
位
置
す
る
北
外
郭
官
衙
西
辺
に
掘
ら
れ
た
方
形
の
ゴ
ミ
捨
て
穴
。

一
辺
約
四
ｍ
、
深
さ
約
二
・
三
ｍ
。
天
平
十
七
(
七
四
五
)
年
の
平
城
還
都
後
の
こ
の

地
域
の
再
整
備
に
関
わ
る
ゴ
ミ
を
投
棄
し
た
土
坑
で
、
天
平
十
九
(
七
四
七
)
年
頃
に

埋
め
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
平
城
宮
跡
で
最
初
に
千
点
規
模
の
木
簡
群
が
見
つ
か
っ

た
遺
構
。
平
城
宮
跡
内
裏
北
外
郭
出
土
木
簡
と
し
て
、
二
〇
〇
七
年
に
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
（
一
七
八
五
点
〈
う
ち
削
屑
九
五
二
点
〉
）
。

Ｓ
Ｄ

Ｓ
Ｄ

Ｓ
Ｄ

Ｓ
Ｄ

四
七

五
四

七
五

四
七

五
四

七
五

〇〇 〇〇
(
展
示
番
号

、
、

、
、
)

60606060

62626262

66666666

71717171

74747474

長
屋
王
家
木
簡
一
九
八
八
・
八
九
年

平
城
京
左
京
三
条
二
坊
一
・
二
・
七
・
八
坪
で
見
つ
か
っ
た
左
大
臣
長
屋
王
の
邸
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宅
の
う
ち
、
八
坪
東
南
隅
に
東
面
築
地
塀
の
内
側
に
沿
っ
て
掘
ら
れ
た
南
北
溝
状
の

ゴ
ミ
捨
て
土
坑
。
幅
三
ｍ
、
深
さ
一
ｍ
。
総
延
長
は
約
二
七
・
三
ｍ
。
平
城
遷
都
か

ら
ま
も
な
い
時
期
の
、
貴
族
の
家
政
機
関
の
資
料
と
い
う
他
に
類
例
の
な
い
木
簡
が

出
土
し
た
。
長
屋
王
が
式
部
卿
を
務
め
て
い
た
霊
亀
二
年
(
七
一
六
)
後
半
の
、
邸

し
き
ぶ
き
ょ
う

内
に
お
け
る
米
支
給
の
伝
票
木
簡
を
主
体
と
す
る
。
木
簡
は
、
約
三
万
五
千
点
（
う

ち
削
屑
約
二
万
九
千
点
）
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｄ

Ｓ
Ｄ

Ｓ
Ｄ

Ｓ
Ｄ

五
三

五
三

五
三

五
三

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇
(
展
示
番
号

)
二
条
大
路
木
簡

一
九
八
九
年

61616161

平
城
京
左
京
三
条
二
坊
八
坪
（
光
明
皇
后
宮
。
旧
長
屋
王
邸
）
と
二
条
二
坊
五
坪

(
藤
原
麻
呂
邸
）
の
間
の
二
条
大
路
上
の
南
北
両
端
に
掘
ら
れ
た
濠
状
の
遺
構
の
う

ち
、
藤
原
麻
呂
邸
南
門
前
か
ら
東
に
二
条
大
路
北
端
に
沿
っ
て
延
び
る
遺
構
。
幅
二

～
二
・
七
ｍ
、
深
さ
一
～
一
・
三
ｍ
。
総
延
長
は
約
五
八
ｍ
。
西
端
の
門
前
か
ら
、

藤
原
麻
呂
の
家
政
機
関
に
関
わ
る
木
簡
が
集
中
し
て
見
つ
か
っ
た
。
木
簡
は
約
三
万

五
千
点
（
う
ち
削
屑
約
二
万
九
千
点
）
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｄ

Ｓ
Ｄ

Ｓ
Ｄ

Ｓ
Ｄ

三
二

三
六

三
二

三
六

三
二

三
六

三
二

三
六
(
展
示
番
号

)
一
九
六
五
年

63636363

平
城
宮
東
院
西
辺
に
位
置
す
る
南
北
溝
で
、
小
子
門
か
ら
南
に
伸
び
る
東
一
坊
大

路
の
西
側
溝
の
北
延
長
上
に
あ
た
る
。
幅
約
二
ｍ
で
、
二
回
の
改
修
が
認
め
ら
れ
る
。

約
一
七
〇
ｍ
分
の
発
掘
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
約
一
九
〇
点
の
木
簡
が
出
土
し
て
い

る
。
木
簡
の
年
紀
や
内
容
か
ら
、
七
三
〇
年
代
以
降
存
続
し
た
溝
と
み
ら
れ
る
。

63636363

は
、
東
院
西
辺
や
や
北
寄
り
に
対
応
す
る
位
置
で
出
土
し
た
。

中
央

大
溝

中
央

大
溝

中
央

大
溝

中
央

大
溝

Ｓ
Ｄ

Ｓ
Ｄ

Ｓ
Ｄ

Ｓ
Ｄ

三
七

一
五

三
七

一
五

三
七

一
五

三
七

一
五
(
展
示
番
号

）
一
九
六
七
年

67676767

第
一
次
大
極
殿
院
の
東
辺
を
画
し
て
南
流
す
る
平
城
宮
内
の
基
幹
排
水
路
の
一

つ
。
幅
二
～
三
ｍ
、
深
さ
一
ｍ
の
素
掘
り
の
溝
で
、
二
度
の
改
修
の
痕
跡
が
認
め
ら

れ
る
。
調
査
は
総
延
長
約
六
〇
〇
ｍ
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、
木
簡
は
こ
れ

ま
で
に
計
一
五
五
八
点
（
う
ち
削
屑
一
〇
一
五
点
）
が
出
土
し
て
い
る
。
奈
良
時
代

を
通
じ
て
機
能
し
た
溝
だ
が
、
木
簡
に
は
出
土
地
点
ご
と
に
あ
る
程
度
の
内
容
の
ま

と
ま
り
が
見
受
け
ら
れ
る
。

は
、
第
一
次
大
極
殿
院
南
東
の
位
置
で
、
大
極
殿

67676767

院
側
（
西
側
）
か
ら
流
れ
込
む
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
五
五
六
四
と
の
合
流
点
付
近
で
出
土
し

た
。

Ｓ
Ｄ

Ｓ
Ｄ

Ｓ
Ｄ

Ｓ
Ｄ

四
一

四
一

四
一

四
一

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇
(
展
示
番
号

、
、

、
、

、
、

、
、
)

一
九
六
六
年

68686868

69696969

73737373

平
城
宮
東
南
隅
の
南
面
大
垣
内
側
を
東
に
流
れ
る
東
西
溝
。
幅
最
大
六
ｍ
、
最
大

深
さ
一
ｍ
。
東
面
大
垣
内
側
の
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
三
四
一
〇
に
合
流
す
る
。
木
簡
は
、

式
部
省
の
勤
務
評
定
に
関
わ
る
削
屑
が
大
半
で
、
養
老
・
神
亀
年
間
（
七
一
七
～

し
き
ぶ
し
ょ
う

七
二
九
）
か
ら
宝
亀
元
年
（
七
七
〇
）
の
も
の
ま
で
を
含
む
が
、
養
老
・
神
亀
年
間

の
も
の
は
南
面
大
垣
を
横
断
す
る
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
一
一
六
四
〇
と
一
連
の
遺
物
と
み
ら

れ
、
Ｓ
Ｄ
四
一
〇
〇
の
木
簡
は
基
本
的
に
宝
亀
元
年
頃
に
一
括
し
て
投
棄
さ
れ
た
と

み
ら
れ
る
。
な
お
、
宝
亀
年
間
（
七
七
〇
～
七
八
一
）
頃
に
北
側
に
移
転
し
て
き
た

と
み
ら
れ
る
神
祇
官
関
連
木
簡
も
、
僅
か
に
含
ま
れ
る
。
木
簡
は
約
一
万
三
千
点
（
う

じ
ん
ぎ
か
ん

ち
削
屑
約
一
万
二
千
点
）
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｄ

Ｓ
Ｄ

Ｓ
Ｄ

Ｓ
Ｄ

四
九

五
一

四
九

五
一

四
九

五
一

四
九

五
一
(
展
示
番
号

)
一
九
六
七
年

72727272

東
院
西
辺
の
排
水
を
集
め
る
溝
で
、
小
子
門
の
西
側
か
ら
宮
外
へ
出
て
、
東
一
坊

大
路
の
西
側
溝
と
な
る
。
幅
一
・
三
ｍ
、
深
さ
〇
・
九
ｍ
。
二
条
大
路
北
側
で
西
か

ら
流
れ
て
く
る
二
条
大
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
一
二
五
〇
を
合
わ
せ
、
さ
ら
に
京
内
を
南
流

す
る
。
京
内
の
道
路
側
溝
と
し
て
は
最
も
多
く
の
木
簡
が
出
土
し
て
お
り
、
宮
近
辺

だ
け
で
な
く
、
七
条
で
も
千
点
規
模
の
木
簡
の
出
土
が
知
ら
れ
る
。

は
、
小
子
門

72727272

南
西
の
位
置
の
東
一
坊
大
路
西
側
溝
か
ら
出
土
し
た
。

（
史
料
研
究
室
）


